
昭
和
五
十
四
年
労
働
省
令
第
十
八
号

粉
じ
ん
障
害
防
止
規
則

労
働
安
全
衛
生
法
（
昭
和
四
十
七
年
法
律
第
五
十
七
号
）
及
び
労
働
安
全
衛
生
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
七
年
政
令
第
三
百
十
八
号
）
の
規
定
に
基
づ
き
、
並
び
に
同
法
を
実
施
す
る
た
め
、
粉
じ
ん
障
害
防
止
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め

る
。

目
次第

一
章
　
総
則
（
第
一
条―

第
三
条
の
二
）

第
二
章
　
設
備
等
の
基
準
（
第
四
条―

第
十
条
）

第
三
章
　
設
備
の
性
能
等
（
第
十
一
条―

第
十
六
条
）

第
四
章
　
管
理
（
第
十
七
条―

第
二
十
四
条
の
二
）

第
五
章
　
作
業
環
境
測
定
（
第
二
十
五
条―

第
二
十
六
条
の
四
）

第
六
章
　
保
護
具
（
第
二
十
七
条
）

附
則

第
一
章
　
総
則

（
事
業
者
の
責
務
）

第
一
条
　
事
業
者
は
、
粉
じ
ん
に
さ
ら
さ
れ
る
労
働
者
の
健
康
障
害
を
防
止
す
る
た
め
、
設
備
、
作
業
工
程
又
は
作
業
方
法
の
改
善
、
作
業
環
境
の
整
備
等
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
事
業
者
は
、
じ
ん
肺
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
三
十
号
）
及
び
こ
れ
に
基
づ
く
命
令
並
び
に
労
働
安
全
衛
生
法
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
に
基
づ
く
他
の
命
令
の
規
定
に
よ
る
ほ
か
、
粉
じ
ん
に
さ
ら
さ
れ
る
労
働
者
の
健
康
障

害
を
防
止
す
る
た
め
、
健
康
診
断
の
実
施
、
就
業
場
所
の
変
更
、
作
業
の
転
換
、
作
業
時
間
の
短
縮
そ
の
他
健
康
管
理
の
た
め
の
適
切
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
定
義
等
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

一
　
粉
じ
ん
作
業
　
別
表
第
一
に
掲
げ
る
作
業
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
を
い
う
。
た
だ
し
、
当
該
作
業
場
に
お
け
る
粉
じ
ん
の
発
散
の
程
度
及
び
作
業
の
工
程
そ
の
他
か
ら
み
て
、
こ
の
省
令
に
規
定
す
る
措
置
を
講
ず
る
必

要
が
な
い
と
当
該
作
業
場
の
属
す
る
事
業
場
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
労
働
局
長
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
所
轄
都
道
府
県
労
働
局
長
」
と
い
う
。
）
が
認
定
し
た
作
業
を
除
く
。

二
　
特
定
粉
じ
ん
発
生
源
　
別
表
第
二
に
掲
げ
る
箇
所
を
い
う
。

三
　
特
定
粉
じ
ん
作
業
　
粉
じ
ん
作
業
の
う
ち
、
そ
の
粉
じ
ん
発
生
源
が
特
定
粉
じ
ん
発
生
源
で
あ
る
も
の
を
い
う
。

２
　
前
項
第
一
号
た
だ
し
書
の
認
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
事
業
者
は
、
粉
じ
ん
作
業
非
該
当
認
定
申
請
書
（
様
式
第
一
号
）
を
当
該
作
業
場
の
属
す
る
事
業
場
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
労
働
基
準
監
督
署
長
（
以
下
「
所
轄
労
働
基
準
監

督
署
長
」
と
い
う
。
）
を
経
由
し
て
、
所
轄
都
道
府
県
労
働
局
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
前
項
の
粉
じ
ん
作
業
非
該
当
認
定
申
請
書
に
は
、
当
該
作
業
場
に
係
る
次
に
掲
げ
る
物
件
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
作
業
場
の
見
取
図

二
　
じ
ん
肺
法
第
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
保
存
し
て
い
る
じ
ん
肺
健
康
診
断
に
関
す
る
記
録

三
　
粉
じ
ん
濃
度
の
測
定
結
果
並
び
に
測
定
方
法
及
び
測
定
条
件
を
記
載
し
た
書
面
（
粉
じ
ん
の
発
散
の
程
度
が
低
い
こ
と
が
明
ら
か
な
場
合
を
除
く
。
）

４
　
所
轄
都
道
府
県
労
働
局
長
は
、
第
二
項
の
粉
じ
ん
作
業
非
該
当
認
定
申
請
書
の
提
出
を
受
け
た
場
合
に
お
い
て
、
第
一
項
第
一
号
た
だ
し
書
の
認
定
を
し
、
又
は
し
な
い
こ
と
を
決
定
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
文
書
で
、
そ
の

旨
を
当
該
事
業
者
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５
　
第
一
項
第
一
号
た
だ
し
書
の
認
定
を
受
け
た
事
業
者
は
、
第
二
項
の
粉
じ
ん
作
業
非
該
当
認
定
申
請
書
若
し
く
は
第
三
項
第
一
号
の
作
業
場
の
見
取
図
に
記
載
さ
れ
た
事
項
を
変
更
し
た
と
き
、
又
は
当
該
認
定
に
係
る
作
業
に
従

事
す
る
労
働
者
が
、
法
第
六
十
六
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
健
康
診
断
等
に
お
い
て
、
新
た
に
、
粉
じ
ん
に
係
る
疾
病
に
か
か
つ
て
お
り
、
若
し
く
は
粉
じ
ん
に
係
る
疾
病
に
か
か
つ
て
い
る
疑
い
が
あ
る
と
診
断
さ
れ
た
と
き

は
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
旨
を
所
轄
労
働
基
準
監
督
署
長
を
経
由
し
て
、
所
轄
都
道
府
県
労
働
局
長
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

６
　
所
轄
都
道
府
県
労
働
局
長
は
、
第
一
項
第
一
号
た
だ
し
書
の
認
定
に
係
る
作
業
が
、
当
該
作
業
場
に
お
け
る
粉
じ
ん
の
発
散
の
程
度
及
び
作
業
の
工
程
そ
の
他
か
ら
み
て
、
こ
の
省
令
に
規
定
す
る
措
置
を
講
ず
る
必
要
が
な
い
と

認
め
ら
れ
な
く
な
つ
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
当
該
認
定
を
取
り
消
す
も
の
と
す
る
。

（
設
備
に
よ
る
注
水
又
は
注
油
を
す
る
場
合
の
特
例
）

第
三
条
　
次
に
掲
げ
る
作
業
を
設
備
に
よ
る
注
水
又
は
注
油
を
し
な
が
ら
行
う
場
合
に
は
、
当
該
作
業
に
つ
い
て
は
、
次
章
か
ら
第
六
章
ま
で
の
規
定
は
適
用
し
な
い
。

一
　
別
表
第
一
第
三
号
に
掲
げ
る
作
業
の
う
ち
、
坑
内
の
、
土
石
、
岩
石
又
は
鉱
物
（
以
下
「
鉱
物
等
」
と
い
う
。
）
を
ふ
る
い
分
け
る
場
所
に
お
け
る
作
業

二
　
別
表
第
一
第
六
号
に
掲
げ
る
作
業

三
　
別
表
第
一
第
七
号
に
掲
げ
る
作
業
の
う
ち
、
研
磨
材
を
用
い
て
動
力
に
よ
り
、
岩
石
、
鉱
物
若
し
く
は
金
属
を
研
磨
し
、
若
し
く
は
ば
り
取
り
し
、
又
は
金
属
を
裁
断
す
る
場
所
に
お
け
る
作
業

四
　
別
表
第
一
第
八
号
に
掲
げ
る
作
業
の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る
作
業

イ
　
鉱
物
等
又
は
炭
素
を
主
成
分
と
す
る
原
料
（
以
下
「
炭
素
原
料
」
と
い
う
。
）
を
動
力
に
よ
り
ふ
る
い
分
け
る
場
所
に
お
け
る
作
業

ロ
　
屋
外
の
、
鉱
物
等
又
は
炭
素
原
料
を
動
力
に
よ
り
破
砕
し
、
又
は
粉
砕
す
る
場
所
に
お
け
る
作
業

五
　
別
表
第
一
第
十
五
号
に
掲
げ
る
作
業
の
う
ち
、
砂
を
再
生
す
る
場
所
に
お
け
る
作
業

1



（
適
用
の
除
外
）

第
三
条
の
二
　
こ
の
省
令
（
第
二
十
四
条
及
び
第
六
章
の
規
定
を
除
く
。
）
は
、
事
業
場
が
次
の
各
号
（
粉
じ
ん
作
業
に
労
働
者
が
常
時
従
事
し
て
い
な
い
事
業
場
に
つ
い
て
は
、
第
四
号
を
除
く
。
）
に
該
当
す
る
と
当
該
事
業
場
の
所

在
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
労
働
局
長
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
所
轄
都
道
府
県
労
働
局
長
」
と
い
う
。
）
が
認
定
し
た
と
き
は
、
特
定
粉
じ
ん
作
業
（
設
備
に
よ
る
注
水
又
は
注
油
を
し
な
が
ら
行
う
場
合
に
お
け
る
前
条
各
号
に

掲
げ
る
作
業
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。

一
　
事
業
場
に
お
け
る
粉
じ
ん
に
係
る
管
理
に
つ
い
て
必
要
な
知
識
及
び
技
能
を
有
す
る
者
と
し
て
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
も
の
（
第
五
号
に
お
い
て
「
化
学
物
質
管
理
専
門
家
」
と
い
う
。
）
で
あ
つ
て
、
当
該
事
業
場
に
専
属
の

者
が
配
置
さ
れ
、
当
該
者
が
当
該
事
業
場
に
お
け
る
次
に
掲
げ
る
事
項
を
管
理
し
て
い
る
こ
と
。

イ
　
粉
じ
ん
に
係
る
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
（
法
第
二
十
八
条
の
二
第
一
項
の
危
険
性
又
は
有
害
性
等
の
調
査
を
い
う
。
）
の
実
施
に
関
す
る
こ
と
。

ロ
　
イ
の
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
結
果
に
基
づ
く
措
置
そ
の
他
当
該
事
業
場
に
お
け
る
粉
じ
ん
に
さ
ら
さ
れ
る
労
働
者
の
健
康
障
害
を
防
止
す
る
た
め
必
要
な
措
置
の
内
容
及
び
そ
の
実
施
に
関
す
る
こ
と
。

二
　
過
去
三
年
間
に
当
該
事
業
場
に
お
い
て
特
定
粉
じ
ん
作
業
に
よ
る
労
働
者
が
死
亡
す
る
労
働
災
害
又
は
休
業
の
日
数
が
四
日
以
上
の
労
働
災
害
が
発
生
し
て
い
な
い
こ
と
。

三
　
過
去
三
年
間
に
当
該
事
業
場
の
作
業
場
所
に
つ
い
て
行
わ
れ
た
第
二
十
六
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
評
価
の
結
果
が
全
て
第
一
管
理
区
分
に
区
分
さ
れ
た
こ
と
。

四
　
過
去
三
年
間
に
当
該
事
業
場
に
お
い
て
常
時
粉
じ
ん
作
業
に
従
事
す
る
労
働
者
に
つ
い
て
、
じ
ん
肺
法
第
七
条
か
ら
第
九
条
の
二
ま
で
、
第
十
一
条
た
だ
し
書
、
第
十
五
条
第
一
項
又
は
第
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
じ
ん

肺
健
康
診
断
の
結
果
、
じ
ん
肺
管
理
区
分
が
決
定
さ
れ
た
者
（
新
た
に
管
理
二
、
管
理
三
又
は
管
理
四
に
決
定
さ
れ
た
者
、
管
理
一
と
決
定
さ
れ
て
い
た
者
で
あ
つ
て
管
理
二
、
管
理
三
又
は
管
理
四
と
決
定
さ
れ
た
者
、
管
理
二

と
決
定
さ
れ
て
い
た
者
で
あ
つ
て
管
理
三
又
は
管
理
四
と
決
定
さ
れ
た
者
、
管
理
三
イ
と
決
定
さ
れ
て
い
た
者
で
あ
つ
て
管
理
三
ロ
又
は
管
理
四
と
決
定
さ
れ
た
者
及
び
管
理
三
ロ
と
決
定
さ
れ
て
い
た
者
で
あ
つ
て
管
理
四
と
決

定
さ
れ
た
者
に
限
る
。
）
が
い
な
い
こ
と
。

五
　
過
去
三
年
間
に
一
回
以
上
、
第
一
号
イ
の
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
結
果
及
び
当
該
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
結
果
に
基
づ
く
措
置
の
内
容
に
つ
い
て
、
化
学
物
質
管
理
専
門
家
（
当
該
事
業
場
に
属
さ
な
い
者
に
限
る
。
）
に
よ

る
評
価
を
受
け
、
当
該
評
価
の
結
果
、
当
該
事
業
場
に
お
い
て
粉
じ
ん
に
さ
ら
さ
れ
る
労
働
者
の
健
康
障
害
を
防
止
す
る
た
め
必
要
な
措
置
が
適
切
に
講
じ
ら
れ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
。

六
　
過
去
三
年
間
に
事
業
者
が
当
該
事
業
場
に
つ
い
て
法
及
び
こ
れ
に
基
づ
く
命
令
に
違
反
し
て
い
な
い
こ
と
。

２
　
前
項
の
認
定
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
単
に
「
認
定
」
と
い
う
。
）
を
受
け
よ
う
と
す
る
事
業
場
の
事
業
者
は
、
粉
じ
ん
障
害
防
止
規
則
適
用
除
外
認
定
申
請
書
（
様
式
第
一
号
の
二
）
に
よ
り
、
当
該
認
定
に
係
る
事
業
場
が
同
項

第
一
号
及
び
第
三
号
か
ら
第
五
号
ま
で
に
該
当
す
る
こ
と
を
確
認
で
き
る
書
面
を
添
え
て
、
所
轄
都
道
府
県
労
働
局
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
所
轄
都
道
府
県
労
働
局
長
は
、
前
項
の
申
請
書
の
提
出
を
受
け
た
場
合
に
お
い
て
、
認
定
を
し
、
又
は
し
な
い
こ
と
を
決
定
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
文
書
で
、
そ
の
旨
を
当
該
申
請
書
を
提
出
し
た
事
業
者
に
通
知
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

４
　
認
定
は
、
三
年
ご
と
に
そ
の
更
新
を
受
け
な
け
れ
ば
、
そ
の
期
間
の
経
過
に
よ
つ
て
、
そ
の
効
力
を
失
う
。

５
　
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
は
、
前
項
の
認
定
の
更
新
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

６
　
認
定
を
受
け
た
事
業
者
は
、
当
該
認
定
に
係
る
事
業
場
が
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
五
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
な
く
な
つ
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
文
書
で
、
そ
の
旨
を
所
轄
都
道
府
県
労
働
局
長
に
報
告
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

７
　
所
轄
都
道
府
県
労
働
局
長
は
、
認
定
を
受
け
た
事
業
者
が
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
に
至
つ
た
と
き
は
、
そ
の
認
定
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
。

一
　
認
定
に
係
る
事
業
場
が
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
の
い
ず
れ
か
に
適
合
し
な
く
な
つ
た
と
認
め
る
と
き
。

二
　
不
正
の
手
段
に
よ
り
認
定
又
は
そ
の
更
新
を
受
け
た
と
き
。

三
　
粉
じ
ん
に
係
る
法
第
二
十
二
条
及
び
第
二
十
八
条
の
二
第
一
項
の
措
置
が
適
切
に
講
じ
ら
れ
て
い
な
い
と
認
め
る
と
き
。

８
　
前
三
項
の
場
合
に
お
け
る
第
一
項
第
三
号
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
号
中
「
過
去
三
年
間
に
当
該
事
業
場
の
作
業
場
所
に
つ
い
て
行
わ
れ
た
第
二
十
六
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
評
価
の
結
果
が
全
て
第
一
管
理
区
分

に
区
分
さ
れ
た
」
と
あ
る
の
は
、
「
過
去
三
年
間
の
当
該
事
業
場
の
作
業
場
所
に
係
る
作
業
環
境
が
第
二
十
六
条
の
二
第
一
項
の
第
一
管
理
区
分
に
相
当
す
る
水
準
に
あ
る
」
と
す
る
。

第
二
章
　
設
備
等
の
基
準

（
特
定
粉
じ
ん
発
生
源
に
係
る
措
置
）

第
四
条
　
事
業
者
は
、
特
定
粉
じ
ん
発
生
源
に
お
け
る
粉
じ
ん
の
発
散
を
防
止
す
る
た
め
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
特
定
粉
じ
ん
発
生
源
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
い
ず
れ
か
の
措
置
又
は
こ
れ
と
同
等
以
上
の

措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

特
定
粉
じ
ん
発
生
源

措
置

一
　
別
表
第
二
第
一
号
に
掲
げ
る
箇
所
（
衝
撃
式
削
岩
機
を
用
い
て
掘
削
す
る
箇
所
に
限
る
。
）

当
該
箇
所
に
用
い
る
衝
撃
式
削
岩
機
を
湿
式
型
と
す
る
こ
と
。

二
　
別
表
第
二
第
一
号
、
第
三
号
及
び
第
四
号
に
掲
げ
る
箇
所
（
別
表
第
二
第
一
号
に
掲
げ
る
箇
所
に
あ
つ
て
は
、
衝
撃
式
削
岩
機
を
用
い
て
掘
削
す
る
箇
所
を
除
く
。
）
湿
潤
な
状
態
に
保
つ
た
め
の
設
備
を
設
置
す
る
こ
と
。

三
　
別
表
第
二
第
二
号
に
掲
げ
る
箇
所

一
　
密
閉
す
る
設
備
を
設
置
す
る
こ
と
。

二
　
湿
潤
な
状
態
に
保
つ
た
め
の
設
備
を
設
置
す
る
こ
と
。

四
　
別
表
第
二
第
五
号
、
第
七
号
及
び
第
十
三
号
に
掲
げ
る
箇
所
（
別
表
第
二
第
七
号
に
掲
げ
る
箇
所
に
あ
つ
て
は
、
研
削
盤
、
ド
ラ
ム
サ
ン
ダ
ー
等
の
回
転
体
を
有
す

る
機
械
を
用
い
て
岩
石
、
鉱
物
若
し
く
は
金
属
を
研
磨
し
、
若
し
く
は
ば
り
取
り
し
、
又
は
金
属
を
裁
断
す
る
箇
所
を
除
く
。
）

一
　
局
所
排
気
装
置
を
設
置
す
る
こ
と
。

二
　
プ
ッ
シ
ュ
プ
ル
型
換
気
装
置
を
設
置
す
る
こ
と
。

三
　
湿
潤
な
状
態
に
保
つ
た
め
の
設
備
を
設
置
す
る
こ
と
。

五
　
別
表
第
二
第
六
号
、
第
八
号
及
び
第
十
四
号
に
掲
げ
る
箇
所
（
別
表
第
二
第
八
号
に
掲
げ
る
箇
所
に
あ
つ
て
は
、
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
は
く
を
破
砕
し
、
粉
砕
し
、
又
は

ふ
る
い
分
け
る
箇
所
に
、
同
表
第
十
四
号
に
掲
げ
る
箇
所
に
あ
つ
て
は
、
砂
を
再
生
す
る
箇
所
に
限
る
。
）

一
　
密
閉
す
る
設
備
を
設
置
す
る
こ
と
。

二
　
局
所
排
気
装
置
を
設
置
す
る
こ
と
。
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六
　
別
表
第
二
第
七
号
に
掲
げ
る
箇
所
（
研
削
盤
、
ド
ラ
ム
サ
ン
ダ
ー
等
の
回
転
体
を
有
す
る
機
械
を
用
い
て
岩
石
、
鉱
物
若
し
く
は
金
属
を
研
磨
し
、
若
し
く
は
ば
り

取
り
し
、
又
は
金
属
を
裁
断
す
る
箇
所
に
限
る
。
）

一
　
局
所
排
気
装
置
を
設
置
す
る
こ
と
。

二
　
湿
潤
な
状
態
に
保
つ
た
め
の
設
備
を
設
置
す
る
こ
と
。

七
　
別
表
第
二
第
八
号
に
掲
げ
る
箇
所
（
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
は
く
を
破
砕
し
、
粉
砕
し
、
又
は
ふ
る
い
分
け
る
箇
所
を
除
く
。
）

一
　
密
閉
す
る
設
備
を
設
置
す
る
こ
と
。

二
　
局
所
排
気
装
置
を
設
置
す
る
こ
と
。

三
　
湿
潤
な
状
態
に
保
つ
た
め
の
設
備
を
設
置
す
る
こ
と
。

八
　
別
表
第
二
第
九
号
及
び
第
十
二
号
に
掲
げ
る
箇
所

一
　
局
所
排
気
装
置
を
設
置
す
る
こ
と
。

二
　
プ
ッ
シ
ュ
プ
ル
型
換
気
装
置
を
設
置
す
る
こ
と
。

九
　
別
表
第
二
第
十
号
及
び
第
十
一
号
に
掲
げ
る
箇
所

一
　
密
閉
す
る
設
備
を
設
置
す
る
こ
と
。

二
　
局
所
排
気
装
置
を
設
置
す
る
こ
と
。

三
　
プ
ッ
シ
ュ
プ
ル
型
換
気
装
置
を
設
置
す
る
こ
と
。

四
　
湿
潤
な
状
態
に
保
つ
た
め
の
設
備
を
設
置
す
る
こ
と
。

十
　
別
表
第
二
第
十
四
号
及
び
第
十
五
号
に
掲
げ
る
箇
所
（
別
表
第
二
第
十
四
号
に
掲
げ
る
箇
所
に
あ
つ
て
は
、
砂
を
再
生
す
る
箇
所
を
除
く
。
）

一
　
密
閉
す
る
設
備
を
設
置
す
る
こ
と
。

二
　
局
所
排
気
装
置
を
設
置
す
る
こ
と
。

三
　
プ
ッ
シ
ュ
プ
ル
型
換
気
装
置
を
設
置
す
る
こ
と
。

（
換
気
の
実
施
等
）

第
五
条
　
事
業
者
は
、
特
定
粉
じ
ん
作
業
以
外
の
粉
じ
ん
作
業
を
行
う
屋
内
作
業
場
に
つ
い
て
は
、
当
該
粉
じ
ん
作
業
に
係
る
粉
じ
ん
を
減
少
さ
せ
る
た
め
、
全
体
換
気
装
置
に
よ
る
換
気
の
実
施
又
は
こ
れ
と
同
等
以
上
の
措
置
を
講

じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
六
条
　
事
業
者
は
、
特
定
粉
じ
ん
作
業
以
外
の
粉
じ
ん
作
業
を
行
う
坑
内
作
業
場
（
ず
い
道
等
（
ず
い
道
及
び
た
て
坑
以
外
の
坑
（
採
石
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
九
十
一
号
）
第
二
条
に
規
定
す
る
岩
石
の
採
取
の
た
め
の

も
の
を
除
く
。
）
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
内
部
に
お
い
て
、
ず
い
道
等
の
建
設
の
作
業
を
行
う
も
の
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
は
、
当
該
粉
じ
ん
作
業
に
係
る
粉
じ
ん
を
減
少
さ
せ
る
た
め
、
換
気
装
置
に
よ
る
換
気
の
実
施
又
は
こ
れ

と
同
等
以
上
の
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
六
条
の
二
　
事
業
者
は
、
粉
じ
ん
作
業
を
行
う
坑
内
作
業
場
（
ず
い
道
等
の
内
部
に
お
い
て
、
ず
い
道
等
の
建
設
の
作
業
を
行
う
も
の
に
限
る
。
次
条
及
び
第
六
条
の
四
第
二
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
つ
い
て
は
、
当
該
粉
じ
ん
作
業

に
係
る
粉
じ
ん
を
減
少
さ
せ
る
た
め
、
換
気
装
置
に
よ
る
換
気
の
実
施
又
は
こ
れ
と
同
等
以
上
の
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
六
条
の
三
　
事
業
者
は
、
粉
じ
ん
作
業
を
行
う
坑
内
作
業
場
に
つ
い
て
、
半
月
以
内
ご
と
に
一
回
、
定
期
に
、
厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
坑
内
作
業
場
の
切
羽
に
近
接
す
る
場
所
の
空
気
中
の
粉
じ
ん
の
濃
度

を
測
定
し
、
そ
の
結
果
を
評
価
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
ず
い
道
等
の
長
さ
が
短
い
こ
と
等
に
よ
り
、
空
気
中
の
粉
じ
ん
の
濃
度
の
測
定
が
著
し
く
困
難
で
あ
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

２
　
事
業
者
は
、
粉
じ
ん
作
業
を
行
う
坑
内
作
業
場
に
お
い
て
前
項
の
規
定
に
よ
る
測
定
を
行
う
と
き
は
、
厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
坑
内
作
業
場
に
お
け
る
粉
じ
ん
中
の
遊
離
け
い
酸
の
含
有
率
を
測
定
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
坑
内
作
業
場
に
お
け
る
鉱
物
等
中
の
遊
離
け
い
酸
の
含
有
率
が
明
ら
か
な
場
合
に
あ
つ
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

第
六
条
の
四
　
事
業
者
は
、
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
空
気
中
の
粉
じ
ん
の
濃
度
の
測
定
の
結
果
に
応
じ
て
、
換
気
装
置
の
風
量
の
増
加
そ
の
他
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
事
業
者
は
、
粉
じ
ん
作
業
を
行
う
坑
内
作
業
場
に
つ
い
て
前
項
に
規
定
す
る
措
置
を
講
じ
た
と
き
は
、
そ
の
効
果
を
確
認
す
る
た
め
、
厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
坑
内
作
業
場
の
切
羽
に
近
接
す
る
場
所
の

空
気
中
の
粉
じ
ん
の
濃
度
を
測
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
事
業
者
は
、
前
条
又
は
前
項
の
規
定
に
よ
る
測
定
を
行
つ
た
と
き
は
、
そ
の
都
度
、
次
の
事
項
を
記
録
し
て
、
こ
れ
を
七
年
間
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
測
定
日
時

二
　
測
定
方
法

三
　
測
定
箇
所

四
　
測
定
条
件

五
　
測
定
結
果

六
　
測
定
を
実
施
し
た
者
の
氏
名

七
　
測
定
結
果
に
基
づ
い
て
改
善
措
置
を
講
じ
た
と
き
は
、
当
該
措
置
の
概
要

八
　
測
定
結
果
に
応
じ
た
有
効
な
呼
吸
用
保
護
具
を
使
用
さ
せ
た
と
き
は
、
当
該
呼
吸
用
保
護
具
の
概
要

４
　
事
業
者
は
、
前
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
、
常
時
各
作
業
場
の
見
や
す
い
場
所
に
掲
示
し
、
又
は
備
え
付
け
る
等
の
方
法
に
よ
り
、
労
働
者
に
周
知
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
臨
時
の
粉
じ
ん
作
業
を
行
う
場
合
等
の
適
用
除
外
）

第
七
条
　
第
四
条
及
び
前
三
条
の
規
定
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
で
あ
つ
て
、
事
業
者
が
、
当
該
特
定
粉
じ
ん
作
業
に
従
事
す
る
労
働
者
に
対
し
、
有
効
な
呼
吸
用
保
護
具
（
別
表
第
三
第
一
号
の
二
又
は
第
二
号

の
二
に
掲
げ
る
作
業
を
行
う
場
合
に
あ
つ
て
は
、
防
じ
ん
機
能
を
有
す
る
電
動
フ
ァ
ン
付
き
呼
吸
用
保
護
具
又
は
防
毒
機
能
を
有
す
る
電
動
フ
ァ
ン
付
き
呼
吸
用
保
護
具
で
あ
つ
て
防
じ
ん
機
能
を
有
す
る
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の

項
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
使
用
さ
せ
た
と
き
（
当
該
特
定
粉
じ
ん
作
業
の
一
部
を
請
負
人
に
請
け
負
わ
せ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
特
定
粉
じ
ん
作
業
に
従
事
す
る
労
働
者
に
対
し
、
有
効
な
呼
吸
用
保
護
具
を
使
用
さ
せ
、
か
つ
、

当
該
請
負
人
に
対
し
、
有
効
な
呼
吸
用
保
護
具
を
使
用
す
る
必
要
が
あ
る
旨
を
周
知
さ
せ
た
と
き
）
は
、
適
用
し
な
い
。

一
　
臨
時
の
特
定
粉
じ
ん
作
業
を
行
う
場
合

二
　
同
一
の
特
定
粉
じ
ん
発
生
源
に
係
る
特
定
粉
じ
ん
作
業
を
行
う
期
間
が
短
い
場
合

三
　
同
一
の
特
定
粉
じ
ん
発
生
源
に
係
る
特
定
粉
じ
ん
作
業
を
行
う
時
間
が
短
い
場
合
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２
　
第
五
条
か
ら
前
条
ま
で
の
規
定
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
で
あ
つ
て
、
事
業
者
が
、
当
該
粉
じ
ん
作
業
に
従
事
す
る
労
働
者
に
対
し
、
有
効
な
呼
吸
用
保
護
具
（
別
表
第
三
第
三
号
の
二
に
掲
げ
る
作
業
を
行

う
場
合
に
あ
つ
て
は
、
防
じ
ん
機
能
を
有
す
る
電
動
フ
ァ
ン
付
き
呼
吸
用
保
護
具
又
は
防
毒
機
能
を
有
す
る
電
動
フ
ァ
ン
付
き
呼
吸
用
保
護
具
で
あ
つ
て
防
じ
ん
機
能
を
有
す
る
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
使

用
さ
せ
た
と
き
（
当
該
粉
じ
ん
作
業
の
一
部
を
請
負
人
に
請
け
負
わ
せ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
粉
じ
ん
作
業
に
従
事
す
る
労
働
者
に
対
し
、
有
効
な
呼
吸
用
保
護
具
を
使
用
さ
せ
、
か
つ
、
当
該
請
負
人
に
対
し
、
有
効
な
呼
吸

用
保
護
具
を
使
用
す
る
必
要
が
あ
る
旨
を
周
知
さ
せ
た
と
き
）
は
、
適
用
し
な
い
。

一
　
臨
時
の
粉
じ
ん
作
業
で
あ
つ
て
、
特
定
粉
じ
ん
作
業
以
外
の
も
の
を
行
う
場
合

二
　
同
一
の
作
業
場
に
お
い
て
特
定
粉
じ
ん
作
業
以
外
の
粉
じ
ん
作
業
を
行
う
期
間
が
短
い
場
合

三
　
同
一
の
作
業
場
に
お
い
て
特
定
粉
じ
ん
作
業
以
外
の
粉
じ
ん
作
業
を
行
う
時
間
が
短
い
場
合

（
研
削
と
い
し
等
を
用
い
て
特
定
粉
じ
ん
作
業
を
行
う
場
合
の
適
用
除
外
）

第
八
条
　
第
四
条
の
規
定
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
で
あ
つ
て
、
事
業
者
が
、
当
該
特
定
粉
じ
ん
作
業
に
従
事
す
る
労
働
者
に
対
し
、
有
効
な
呼
吸
用
保
護
具
を
使
用
さ
せ
た
と
き
（
当
該
特
定
粉
じ
ん
作
業
の
一

部
を
請
負
人
に
請
け
負
わ
せ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
労
働
者
に
対
し
、
有
効
な
呼
吸
用
保
護
具
を
使
用
さ
せ
、
か
つ
、
当
該
請
負
人
に
対
し
、
有
効
な
呼
吸
用
保
護
具
を
使
用
す
る
必
要
が
あ
る
旨
を
周
知
さ
せ
た
と
き
）
は
、

適
用
し
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
事
業
者
は
、
屋
内
作
業
場
に
あ
つ
て
は
全
体
換
気
装
置
に
よ
る
換
気
を
、
坑
内
作
業
場
に
あ
つ
て
は
換
気
装
置
に
よ
る
換
気
を
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
使
用
前
の
直
径
が
三
百
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
未
満
の
研
削
と
い
し
を
用
い
て
特
定
粉
じ
ん
作
業
を
行
う
場
合

二
　
破
砕
又
は
粉
砕
の
最
大
能
力
が
毎
時
二
十
キ
ロ
グ
ラ
ム
未
満
の
破
砕
機
又
は
粉
砕
機
を
用
い
て
特
定
粉
じ
ん
作
業
を
行
う
場
合

三
　
ふ
る
い
面
積
が
七
百
平
方
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
未
満
の
ふ
る
い
分
け
機
を
用
い
て
特
定
粉
じ
ん
作
業
を
行
う
場
合

四
　
内
容
積
が
十
八
リ
ッ
ト
ル
未
満
の
混
合
機
を
用
い
て
特
定
粉
じ
ん
作
業
を
行
う
場
合

（
作
業
場
の
構
造
等
に
よ
り
設
備
等
を
設
け
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
の
適
用
除
外
）

第
九
条
　
第
四
条
の
規
定
は
、
特
定
粉
じ
ん
作
業
を
行
う
場
合
に
お
い
て
作
業
場
の
構
造
、
作
業
の
性
質
等
に
よ
り
同
条
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
が
著
し
く
困
難
で
あ
る
と
所
轄
労
働
基
準
監
督
署
長
が
認
定
し
た
と
き
は
、
適
用
し
な

い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
事
業
者
は
、
当
該
特
定
粉
じ
ん
作
業
に
従
事
す
る
労
働
者
に
対
し
、
有
効
な
呼
吸
用
保
護
具
を
使
用
さ
せ
（
当
該
特
定
粉
じ
ん
作
業
の
一
部
を
請
負
人
に
請
け
負
わ
せ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
特
定

粉
じ
ん
作
業
に
従
事
す
る
労
働
者
に
対
し
、
有
効
な
呼
吸
用
保
護
具
を
使
用
さ
せ
、
か
つ
、
当
該
請
負
人
に
対
し
、
有
効
な
呼
吸
用
保
護
具
を
使
用
す
る
必
要
が
あ
る
旨
を
周
知
さ
せ
）
、
か
つ
、
屋
内
作
業
場
に
あ
つ
て
は
全
体
換
気

装
置
に
よ
る
換
気
を
、
坑
内
作
業
場
に
あ
つ
て
は
換
気
装
置
に
よ
る
換
気
を
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
前
項
の
認
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
事
業
者
は
、
粉
じ
ん
障
害
防
止
規
則
一
部
適
用
除
外
認
定
申
請
書
（
様
式
第
二
号
）
に
、
当
該
作
業
場
の
見
取
図
を
添
え
て
、
所
轄
労
働
基
準
監
督
署
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
所
轄
労
働
基
準
監
督
署
長
は
、
前
項
の
粉
じ
ん
障
害
防
止
規
則
一
部
適
用
除
外
認
定
申
請
書
の
提
出
を
受
け
た
場
合
に
お
い
て
、
第
一
項
の
認
定
を
し
、
又
は
し
な
い
こ
と
を
決
定
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
文
書
で
、
そ
の
旨

を
当
該
事
業
者
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４
　
第
一
項
の
認
定
を
受
け
た
事
業
者
は
、
第
二
項
の
粉
じ
ん
障
害
防
止
規
則
一
部
適
用
除
外
認
定
申
請
書
又
は
作
業
場
の
見
取
図
に
記
載
さ
れ
た
事
項
を
変
更
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
旨
を
所
轄
労
働
基
準
監
督
署
長
に
報

告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５
　
所
轄
労
働
基
準
監
督
署
長
は
、
第
一
項
の
認
定
に
係
る
特
定
粉
じ
ん
作
業
が
作
業
場
の
構
造
、
作
業
の
性
質
等
に
よ
り
第
四
条
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
が
著
し
く
困
難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
な
く
な
つ
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
当

該
認
定
を
取
り
消
す
も
の
と
す
る
。

（
除
じ
ん
装
置
の
設
置
）

第
十
条
　
事
業
者
は
、
第
四
条
の
規
定
に
よ
り
設
け
る
局
所
排
気
装
置
の
う
ち
、
別
表
第
二
第
六
号
か
ら
第
九
号
ま
で
、
第
十
四
号
及
び
第
十
五
号
に
掲
げ
る
特
定
粉
じ
ん
発
生
源
（
別
表
第
二
第
七
号
に
掲
げ
る
特
定
粉
じ
ん
発
生
源

に
あ
つ
て
は
、
一
事
業
場
当
た
り
十
以
上
の
特
定
粉
じ
ん
発
生
源
（
前
三
条
の
規
定
に
よ
り
、
第
四
条
の
規
定
が
適
用
さ
れ
な
い
特
定
粉
じ
ん
作
業
に
係
る
特
定
粉
じ
ん
発
生
源
を
除
く
。
）
を
有
す
る
場
合
に
限
る
。
）
に
係
る
も
の

に
は
、
除
じ
ん
装
置
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
事
業
者
は
、
第
四
条
の
規
定
に
よ
り
設
け
る
プ
ッ
シ
ュ
プ
ル
型
換
気
装
置
の
う
ち
、
別
表
第
二
第
七
号
、
第
九
号
、
第
十
四
号
及
び
第
十
五
号
に
掲
げ
る
特
定
粉
じ
ん
発
生
源
（
別
表
第
二
第
七
号
に
掲
げ
る
特
定
粉
じ
ん
発
生
源

に
あ
つ
て
は
、
一
事
業
場
当
た
り
十
以
上
の
特
定
粉
じ
ん
発
生
源
（
前
三
条
の
規
定
に
よ
り
、
第
四
条
の
規
定
が
適
用
さ
れ
な
い
特
定
粉
じ
ん
作
業
に
係
る
特
定
粉
じ
ん
発
生
源
を
除
く
。
）
を
有
す
る
場
合
に
限
る
。
）
に
係
る
も
の

に
は
、
除
じ
ん
装
置
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
章
　
設
備
の
性
能
等

（
局
所
排
気
装
置
等
の
要
件
）

第
十
一
条
　
事
業
者
は
、
第
四
条
又
は
第
二
十
七
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
設
け
る
局
所
排
気
装
置
に
つ
い
て
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
適
合
す
る
も
の
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
フ
ー
ド
は
、
粉
じ
ん
の
発
生
源
ご
と
に
設
け
ら
れ
、
か
つ
、
外
付
け
式
フ
ー
ド
に
あ
つ
て
は
、
当
該
発
生
源
に
で
き
る
だ
け
近
い
位
置
に
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

二
　
ダ
ク
ト
は
、
長
さ
が
で
き
る
だ
け
短
く
、
ベ
ン
ド
の
数
が
で
き
る
だ
け
少
な
く
、
か
つ
、
適
当
な
箇
所
に
掃
除
口
が
設
け
ら
れ
て
い
る
等
掃
除
し
や
す
い
構
造
の
も
の
で
あ
る
こ
と
。

三
　
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
除
じ
ん
装
置
を
付
設
す
る
局
所
排
気
装
置
の
排
風
機
は
、
除
じ
ん
を
し
た
後
の
空
気
が
通
る
位
置
に
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
。
た
だ
し
、
吸
引
さ
れ
た
粉
じ
ん
に
よ
る
爆
発
の
お
そ
れ
が
な
く
、
か

つ
、
フ
ァ
ン
の
腐
食
又
は
摩
耗
の
お
そ
れ
が
な
い
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

四
　
排
出
口
は
、
屋
外
に
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
。
た
だ
し
、
移
動
式
の
局
所
排
気
装
置
又
は
別
表
第
二
第
七
号
に
掲
げ
る
特
定
粉
じ
ん
発
生
源
に
設
け
る
局
所
排
気
装
置
で
あ
つ
て
、
ろ
過
除
じ
ん
方
式
又
は
電
気
除
じ
ん
方
式
に

よ
る
除
じ
ん
装
置
を
付
設
し
た
も
の
に
あ
つ
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

五
　
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
要
件
を
具
備
し
て
い
る
こ
と
。

２
　
事
業
者
は
、
第
四
条
又
は
第
二
十
七
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
設
け
る
プ
ッ
シ
ュ
プ
ル
型
換
気
装
置
に
つ
い
て
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
適
合
す
る
も
の
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
ダ
ク
ト
は
、
長
さ
が
で
き
る
だ
け
短
く
、
ベ
ン
ド
の
数
が
で
き
る
だ
け
少
な
く
、
か
つ
、
適
当
な
箇
所
に
掃
除
口
が
設
け
ら
れ
て
い
る
等
掃
除
し
や
す
い
構
造
の
も
の
で
あ
る
こ
と
。
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二
　
前
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
除
じ
ん
装
置
を
付
設
す
る
プ
ッ
シ
ュ
プ
ル
型
換
気
装
置
の
排
風
機
は
、
除
じ
ん
を
し
た
後
の
空
気
が
通
る
位
置
に
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
。
た
だ
し
、
吸
引
さ
れ
た
粉
じ
ん
に
よ
る
爆
発
の
お
そ
れ

が
な
く
、
か
つ
、
フ
ァ
ン
の
腐
食
又
は
摩
耗
の
お
そ
れ
が
な
い
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

三
　
排
出
口
は
、
屋
外
に
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
。
た
だ
し
、
別
表
第
二
第
七
号
に
掲
げ
る
特
定
粉
じ
ん
発
生
源
に
設
け
る
プ
ッ
シ
ュ
プ
ル
型
換
気
装
置
で
あ
つ
て
、
ろ
過
除
じ
ん
方
式
又
は
電
気
除
じ
ん
方
式
に
よ
る
除
じ
ん
装
置

を
付
設
し
た
も
の
に
あ
つ
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

四
　
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
要
件
を
具
備
し
て
い
る
こ
と
。

（
局
所
排
気
装
置
等
の
稼
働
）

第
十
二
条
　
事
業
者
は
、
第
四
条
又
は
第
二
十
七
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
設
け
る
局
所
排
気
装
置
に
つ
い
て
は
、
労
働
者
が
当
該
局
所
排
気
装
置
に
係
る
粉
じ
ん
作
業
に
従
事
す
る
間
、
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
要
件
を

満
た
す
よ
う
に
稼
働
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
事
業
者
は
、
前
項
の
粉
じ
ん
作
業
の
一
部
を
請
負
人
に
請
け
負
わ
せ
る
と
き
は
、
当
該
請
負
人
が
当
該
粉
じ
ん
作
業
に
従
事
す
る
間
（
労
働
者
が
当
該
粉
じ
ん
作
業
に
従
事
す
る
と
き
を
除
く
。
）
、
同
項
の
局
所
排
気
装
置
を
同
項

の
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
要
件
を
満
た
す
よ
う
に
稼
働
さ
せ
る
こ
と
等
に
つ
い
て
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
前
二
項
の
規
定
は
、
第
四
条
又
は
第
二
十
七
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
設
け
る
プ
ッ
シ
ュ
プ
ル
型
換
気
装
置
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
除
じ
ん
）

第
十
三
条
　
事
業
者
は
、
第
十
条
の
規
定
に
よ
り
設
け
る
除
じ
ん
装
置
に
つ
い
て
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
粉
じ
ん
の
種
類
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
い
ず
れ
か
の
除
じ
ん
方
式
又
は
こ
れ
ら
と
同
等
以
上
の
性

能
を
有
す
る
除
じ
ん
方
式
に
よ
る
除
じ
ん
装
置
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

粉
じ
ん
の
種
類

除
じ
ん
方
式

ヒ
ュ
ー
ム

ろ
過
除
じ
ん
方
式

電
気
除
じ
ん
方
式

ヒ
ュ
ー
ム
以
外
の
粉
じ
ん

サ
イ
ク
ロ
ン
に
よ
る
除
じ
ん
方
式

ス
ク
ラ
バ
に
よ
る
除
じ
ん
方
式

ろ
過
除
じ
ん
方
式

電
気
除
じ
ん
方
式

２
　
事
業
者
は
、
前
項
の
除
じ
ん
装
置
に
は
、
必
要
に
応
じ
、
粒
径
の
大
き
い
粉
じ
ん
を
除
去
す
る
た
め
の
前
置
き
除
じ
ん
装
置
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
除
じ
ん
装
置
の
稼
働
）

第
十
四
条
　
事
業
者
は
、
第
十
条
の
規
定
に
よ
り
設
け
る
除
じ
ん
装
置
に
つ
い
て
は
、
当
該
除
じ
ん
装
置
に
係
る
局
所
排
気
装
置
又
は
プ
ッ
シ
ュ
プ
ル
型
換
気
装
置
が
稼
働
し
て
い
る
間
、
有
効
に
稼
働
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
湿
式
型
の
衝
撃
式
削
岩
機
の
給
水
）

第
十
五
条
　
事
業
者
は
、
第
四
条
の
規
定
に
よ
り
設
け
る
湿
式
型
の
衝
撃
式
削
岩
機
に
つ
い
て
は
、
労
働
者
が
当
該
衝
撃
式
削
岩
機
に
係
る
特
定
粉
じ
ん
作
業
に
従
事
す
る
間
、
有
効
に
給
水
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
事
業
者
は
、
前
項
の
特
定
粉
じ
ん
作
業
の
一
部
を
請
負
人
に
請
け
負
わ
せ
る
と
き
は
、
当
該
請
負
人
が
当
該
特
定
粉
じ
ん
作
業
に
従
事
す
る
間
（
労
働
者
が
当
該
特
定
粉
じ
ん
作
業
に
従
事
す
る
と
き
を
除
く
。
）
、
同
項
の
衝
撃
式

削
岩
機
に
有
効
に
給
水
を
行
う
こ
と
等
に
つ
い
て
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
湿
潤
な
状
態
に
保
つ
た
め
の
設
備
に
よ
る
湿
潤
化
）

第
十
六
条
　
事
業
者
は
、
第
四
条
又
は
第
二
十
七
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
設
け
る
粉
じ
ん
の
発
生
源
を
湿
潤
な
状
態
に
保
つ
た
め
の
設
備
に
よ
り
、
労
働
者
が
当
該
設
備
に
係
る
粉
じ
ん
作
業
に
従
事
す
る
間
、
当
該
粉
じ

ん
の
発
生
源
を
湿
潤
な
状
態
に
保
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
事
業
者
は
、
前
項
の
粉
じ
ん
作
業
の
一
部
を
請
負
人
に
請
け
負
わ
せ
る
と
き
は
、
当
該
請
負
人
が
当
該
粉
じ
ん
作
業
に
従
事
す
る
間
（
労
働
者
が
当
該
粉
じ
ん
作
業
に
従
事
す
る
と
き
を
除
く
。
）
、
同
項
の
設
備
に
よ
り
、
粉
じ
ん

の
発
生
源
を
湿
潤
な
状
態
に
保
つ
こ
と
等
に
つ
い
て
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四
章
　
管
理

（
局
所
排
気
装
置
等
の
定
期
自
主
検
査
）

第
十
七
条
　
労
働
安
全
衛
生
法
施
行
令
（
以
下
「
令
」
と
い
う
。
）
第
十
五
条
第
一
項
第
九
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
局
所
排
気
装
置
、
プ
ッ
シ
ュ
プ
ル
型
換
気
装
置
及
び
除
じ
ん
装
置
（
粉
じ
ん
作
業
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
は
、

第
四
条
及
び
第
二
十
七
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
設
け
る
局
所
排
気
装
置
及
び
プ
ッ
シ
ュ
プ
ル
型
換
気
装
置
並
び
に
第
十
条
の
規
定
に
よ
り
設
け
る
除
じ
ん
装
置
と
す
る
。

２
　
事
業
者
は
、
前
項
の
局
所
排
気
装
置
、
プ
ッ
シ
ュ
プ
ル
型
換
気
装
置
及
び
除
じ
ん
装
置
に
つ
い
て
は
、
一
年
以
内
ご
と
に
一
回
、
定
期
に
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
装
置
の
種
類
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
自
主

検
査
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
一
年
を
超
え
る
期
間
使
用
し
な
い
同
項
の
装
置
の
当
該
使
用
し
な
い
期
間
に
お
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

一
　
局
所
排
気
装
置

イ
　
フ
ー
ド
、
ダ
ク
ト
及
び
フ
ァ
ン
の
摩
耗
、
腐
食
、
く
ぼ
み
そ
の
他
損
傷
の
有
無
及
び
そ
の
程
度

ロ
　
ダ
ク
ト
及
び
排
風
機
に
お
け
る
粉
じ
ん
の
堆
積
状
態

ハ
　
ダ
ク
ト
の
接
続
部
に
お
け
る
緩
み
の
有
無

ニ
　
電
動
機
と
フ
ァ
ン
と
を
連
結
す
る
ベ
ル
ト
の
作
動
状
態

ホ
　
吸
気
及
び
排
気
の
能
力

ヘ
　
イ
か
ら
ホ
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
性
能
を
保
持
す
る
た
め
必
要
な
事
項

二
　
プ
ッ
シ
ュ
プ
ル
型
換
気
装
置
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イ
　
フ
ー
ド
、
ダ
ク
ト
及
び
フ
ァ
ン
の
磨
耗
、
腐
食
、
く
ぼ
み
そ
の
他
損
傷
の
有
無
及
び
そ
の
程
度

ロ
　
ダ
ク
ト
及
び
排
風
機
に
お
け
る
粉
じ
ん
の
堆
積
状
態

ハ
　
ダ
ク
ト
の
接
続
部
に
お
け
る
緩
み
の
有
無

ニ
　
電
動
機
と
フ
ァ
ン
と
を
連
結
す
る
ベ
ル
ト
の
作
動
状
態

ホ
　
送
気
、
吸
気
及
び
排
気
の
能
力

ヘ
　
イ
か
ら
ホ
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
性
能
を
保
持
す
る
た
め
必
要
な
事
項

三
　
除
じ
ん
装
置

イ
　
構
造
部
分
の
摩
耗
、
腐
食
、
破
損
の
有
無
及
び
そ
の
程
度

ロ
　
内
部
に
お
け
る
粉
じ
ん
の
堆
積
状
態

ハ
　
ろ
過
除
じ
ん
方
式
の
除
じ
ん
装
置
に
あ
つ
て
は
、
ろ
材
の
破
損
又
は
ろ
材
取
付
部
等
の
緩
み
の
有
無

ニ
　
処
理
能
力

ホ
　
イ
か
ら
ニ
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
性
能
を
保
持
す
る
た
め
必
要
な
事
項

３
　
事
業
者
は
、
前
項
た
だ
し
書
の
装
置
に
つ
い
て
は
、
そ
の
使
用
を
再
び
開
始
す
る
際
に
、
同
項
各
号
に
掲
げ
る
装
置
の
種
類
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
自
主
検
査
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
定
期
自
主
検
査
の
記
録
）

第
十
八
条
　
事
業
者
は
、
前
条
第
二
項
又
は
第
三
項
の
自
主
検
査
を
行
つ
た
と
き
は
、
次
の
事
項
を
記
録
し
て
、
こ
れ
を
三
年
間
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
検
査
年
月
日

二
　
検
査
方
法

三
　
検
査
箇
所

四
　
検
査
の
結
果

五
　
検
査
を
実
施
し
た
者
の
氏
名

六
　
検
査
の
結
果
に
基
づ
い
て
補
修
等
の
措
置
を
講
じ
た
と
き
は
、
そ
の
内
容

（
点
検
）

第
十
九
条
　
事
業
者
は
、
第
十
七
条
第
一
項
の
局
所
排
気
装
置
、
プ
ッ
シ
ュ
プ
ル
型
換
気
装
置
又
は
除
じ
ん
装
置
を
初
め
て
使
用
す
る
と
き
、
又
は
分
解
し
て
改
造
若
し
く
は
修
理
を
行
つ
た
と
き
は
、
同
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
装

置
の
種
類
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
点
検
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
点
検
の
記
録
）

第
二
十
条
　
事
業
者
は
、
前
条
の
点
検
を
行
つ
た
と
き
は
、
次
の
事
項
を
記
録
し
、
こ
れ
を
三
年
間
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
点
検
年
月
日

二
　
点
検
方
法

三
　
点
検
箇
所

四
　
点
検
の
結
果

五
　
点
検
を
実
施
し
た
者
の
氏
名

六
　
点
検
の
結
果
に
基
づ
い
て
補
修
等
の
措
置
を
講
じ
た
と
き
は
、
そ
の
内
容

（
補
修
等
）

第
二
十
一
条
　
事
業
者
は
、
第
十
七
条
第
二
項
若
し
く
は
第
三
項
の
自
主
検
査
又
は
第
十
九
条
の
点
検
を
行
つ
た
場
合
に
お
い
て
、
異
常
を
認
め
た
と
き
は
、
直
ち
に
補
修
そ
の
他
の
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
特
別
の
教
育
）

第
二
十
二
条
　
事
業
者
は
、
常
時
特
定
粉
じ
ん
作
業
に
係
る
業
務
に
労
働
者
を
就
か
せ
る
と
き
は
、
当
該
労
働
者
に
対
し
、
次
の
科
目
に
つ
い
て
特
別
の
教
育
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
粉
じ
ん
の
発
散
防
止
及
び
作
業
場
の
換
気
の
方
法

二
　
作
業
場
の
管
理

三
　
呼
吸
用
保
護
具
の
使
用
の
方
法

四
　
粉
じ
ん
に
係
る
疾
病
及
び
健
康
管
理

五
　
関
係
法
令

２
　
労
働
安
全
衛
生
規
則
（
昭
和
四
十
七
年
労
働
省
令
第
三
十
二
号
。
以
下
「
安
衛
則
」
と
い
う
。
）
第
三
十
七
条
及
び
第
三
十
八
条
並
び
に
前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
同
項
の
特
別
の
教
育
の
実
施
に
つ
い
て
必
要
な
事
項
は
、
厚

生
労
働
大
臣
が
定
め
る
。

（
休
憩
設
備
）

第
二
十
三
条
　
事
業
者
は
、
粉
じ
ん
作
業
に
労
働
者
を
従
事
さ
せ
る
と
き
は
、
粉
じ
ん
作
業
を
行
う
作
業
場
以
外
の
場
所
に
休
憩
設
備
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
坑
内
等
特
殊
な
作
業
場
で
、
こ
れ
に
よ
る
こ
と
が
で
き

な
い
や
む
を
得
な
い
事
由
が
あ
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

２
　
事
業
者
は
、
前
項
の
休
憩
設
備
に
は
、
労
働
者
が
作
業
衣
等
に
付
着
し
た
粉
じ
ん
を
除
去
す
る
こ
と
の
で
き
る
用
具
を
備
え
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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３
　
粉
じ
ん
作
業
に
従
事
し
た
者
は
、
第
一
項
の
休
憩
設
備
を
利
用
す
る
前
に
作
業
衣
等
に
付
着
し
た
粉
じ
ん
を
除
去
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
掲
示
）

第
二
十
三
条
の
二
　
事
業
者
は
、
粉
じ
ん
作
業
に
労
働
者
を
従
事
さ
せ
る
と
き
は
、
次
の
事
項
を
、
見
や
す
い
箇
所
に
掲
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
粉
じ
ん
作
業
を
行
う
作
業
場
で
あ
る
旨

二
　
粉
じ
ん
に
よ
り
生
ず
る
お
そ
れ
の
あ
る
疾
病
の
種
類
及
び
そ
の
症
状

三
　
粉
じ
ん
等
の
取
扱
い
上
の
注
意
事
項

四
　
次
に
掲
げ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
有
効
な
呼
吸
用
保
護
具
を
使
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
旨
及
び
使
用
す
べ
き
呼
吸
用
保
護
具

イ
　
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
第
四
条
及
び
第
六
条
の
二
か
ら
第
六
条
の
四
ま
で
の
規
定
が
適
用
さ
れ
な
い
場
合

ロ
　
第
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
第
五
条
か
ら
第
六
条
の
四
ま
で
の
規
定
が
適
用
さ
れ
な
い
場
合

ハ
　
第
八
条
の
規
定
に
よ
り
第
四
条
の
規
定
が
適
用
さ
れ
な
い
場
合

ニ
　
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
第
四
条
の
規
定
が
適
用
さ
れ
な
い
場
合

ホ
　
第
二
十
四
条
第
二
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
清
掃
を
行
う
場
合

ヘ
　
第
二
十
六
条
の
三
第
一
項
の
場
所
に
お
い
て
作
業
を
行
う
場
合

ト
　
第
二
十
六
条
の
三
の
二
第
四
項
及
び
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
措
置
を
講
ず
べ
き
場
合

チ
　
第
二
十
七
条
第
一
項
の
作
業
を
行
う
場
合
（
第
七
条
第
一
項
各
号
又
は
第
二
項
各
号
に
該
当
す
る
場
合
及
び
第
二
十
七
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
場
合
を
除
く
。
）

リ
　
第
二
十
七
条
第
三
項
の
作
業
を
行
う
場
合
（
第
七
条
第
一
項
各
号
又
は
第
二
項
各
号
に
該
当
す
る
場
合
を
除
く
。
）

（
清
掃
の
実
施
）

第
二
十
四
条
　
事
業
者
は
、
粉
じ
ん
作
業
を
行
う
屋
内
の
作
業
場
所
に
つ
い
て
は
、
毎
日
一
回
以
上
、
清
掃
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
事
業
者
は
、
粉
じ
ん
作
業
を
行
う
屋
内
作
業
場
の
床
、
設
備
等
及
び
第
二
十
三
条
第
一
項
の
休
憩
設
備
が
設
け
ら
れ
て
い
る
場
所
の
床
等
（
屋
内
の
も
の
に
限
る
。
）
に
つ
い
て
は
、
た
い
積
し
た
粉
じ
ん
を
除
去
す
る
た
め
、
一
月

以
内
ご
と
に
一
回
、
定
期
に
、
真
空
掃
除
機
を
用
い
て
、
又
は
水
洗
す
る
等
粉
じ
ん
の
飛
散
し
な
い
方
法
に
よ
つ
て
清
掃
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
粉
じ
ん
の
飛
散
し
な
い
方
法
に
よ
り
清
掃
を
行
う
こ
と
が
困
難
な

場
合
に
お
い
て
、
当
該
清
掃
に
従
事
す
る
労
働
者
に
対
し
、
有
効
な
呼
吸
用
保
護
具
を
使
用
さ
せ
た
と
き
（
当
該
清
掃
の
一
部
を
請
負
人
に
請
け
負
わ
せ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
清
掃
に
従
事
す
る
労
働
者
に
対
し
、
有
効
な
呼

吸
用
保
護
具
を
使
用
さ
せ
、
か
つ
、
当
該
請
負
人
に
対
し
、
有
効
な
呼
吸
用
保
護
具
を
使
用
す
る
必
要
が
あ
る
旨
を
周
知
さ
せ
た
と
き
）
は
、
そ
の
他
の
方
法
に
よ
り
清
掃
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

（
発
破
終
了
後
の
措
置
）

第
二
十
四
条
の
二
　
事
業
者
は
、
ず
い
道
等
の
内
部
に
お
い
て
、
ず
い
道
等
の
建
設
の
作
業
の
う
ち
、
発
破
の
作
業
を
行
つ
た
と
き
は
、
作
業
に
従
事
す
る
者
が
発
破
に
よ
る
粉
じ
ん
が
適
当
に
薄
め
ら
れ
る
前
に
発
破
を
し
た
箇
所
に

近
寄
る
こ
と
に
つ
い
て
、
発
破
に
よ
る
粉
じ
ん
が
適
当
に
薄
め
ら
れ
た
後
で
な
け
れ
ば
発
破
を
し
た
箇
所
に
近
寄
つ
て
は
な
ら
な
い
旨
を
見
や
す
い
箇
所
に
表
示
す
る
こ
と
そ
の
他
の
方
法
に
よ
り
禁
止
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
五
章
　
作
業
環
境
測
定

（
作
業
環
境
測
定
を
行
う
べ
き
屋
内
作
業
場
）

第
二
十
五
条
　
令
第
二
十
一
条
第
一
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
土
石
、
岩
石
、
鉱
物
、
金
属
又
は
炭
素
の
粉
じ
ん
を
著
し
く
発
散
す
る
屋
内
作
業
場
は
、
常
時
特
定
粉
じ
ん
作
業
が
行
わ
れ
る
屋
内
作
業
場
と
す
る
。

（
粉
じ
ん
濃
度
の
測
定
等
）

第
二
十
六
条
　
事
業
者
は
、
前
条
の
屋
内
作
業
場
に
つ
い
て
、
六
月
以
内
ご
と
に
一
回
、
定
期
に
、
当
該
作
業
場
に
お
け
る
空
気
中
の
粉
じ
ん
の
濃
度
を
測
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
事
業
者
は
、
前
条
の
屋
内
作
業
場
の
う
ち
、
土
石
、
岩
石
又
は
鉱
物
に
係
る
特
定
粉
じ
ん
作
業
を
行
う
屋
内
作
業
場
に
お
い
て
、
前
項
の
測
定
を
行
う
と
き
は
、
当
該
粉
じ
ん
中
の
遊
離
け
い
酸
の
含
有
率
を
測
定
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
土
石
、
岩
石
又
は
鉱
物
中
の
遊
離
け
い
酸
の
含
有
率
が
明
ら
か
な
場
合
に
あ
つ
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

３
　
次
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
測
定
結
果
の
評
価
が
二
年
以
上
行
わ
れ
、
そ
の
間
、
当
該
評
価
の
結
果
、
第
一
管
理
区
分
に
区
分
さ
れ
る
こ
と
が
継
続
し
た
単
位
作
業
場
所
（
令
第
二
十
一
条
第
一
号
の
屋
内
作
業
場
の
区
域
の
う
ち

労
働
者
の
作
業
中
の
行
動
範
囲
、
有
害
物
の
分
布
等
の
状
況
等
に
基
づ
き
定
め
ら
れ
る
作
業
環
境
測
定
の
た
め
に
必
要
な
区
域
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
つ
い
て
は
、
当
該
単
位
作
業
場
所
に
係
る
事
業
場
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
労

働
基
準
監
督
署
長
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
所
轄
労
働
基
準
監
督
署
長
」
と
い
う
。
）
の
許
可
を
受
け
た
場
合
に
は
、
当
該
粉
じ
ん
の
濃
度
の
測
定
は
、
別
に
厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合

に
お
い
て
、
事
業
者
は
、
厚
生
労
働
大
臣
の
登
録
を
受
け
た
者
に
よ
り
、
一
年
以
内
ご
と
に
一
回
、
定
期
に
較
正
さ
れ
た
測
定
機
器
を
使
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４
　
前
項
の
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
事
業
者
は
、
粉
じ
ん
測
定
特
例
許
可
申
請
書
（
様
式
第
三
号
）
に
粉
じ
ん
測
定
結
果
摘
要
書
（
様
式
第
四
号
）
及
び
次
の
図
面
を
添
え
て
、
所
轄
労
働
基
準
監
督
署
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

一
　
作
業
場
の
見
取
図

二
　
単
位
作
業
場
所
に
お
け
る
測
定
対
象
物
の
発
散
源
の
位
置
、
主
要
な
設
備
の
配
置
及
び
測
定
点
の
位
置
を
示
す
図
面

５
　
所
轄
労
働
基
準
監
督
署
長
は
、
前
項
の
申
請
書
の
提
出
を
受
け
た
場
合
に
お
い
て
、
第
三
項
の
許
可
を
し
、
又
は
し
な
い
こ
と
を
決
定
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
文
書
で
、
そ
の
旨
を
当
該
事
業
者
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

６
　
第
三
項
の
許
可
を
受
け
た
事
業
者
は
、
当
該
単
位
作
業
場
所
に
係
る
そ
の
後
の
測
定
の
結
果
の
評
価
に
よ
り
当
該
単
位
作
業
場
所
が
第
一
管
理
区
分
で
な
く
な
つ
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
文
書
で
、
そ
の
旨
を
所
轄
労
働
基
準
監

督
署
長
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

７
　
所
轄
労
働
基
準
監
督
署
長
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
を
受
け
た
場
合
及
び
事
業
場
を
臨
検
し
た
場
合
に
お
い
て
、
第
三
項
の
許
可
に
係
る
単
位
作
業
場
所
に
つ
い
て
第
一
管
理
区
分
を
維
持
し
て
い
な
い
と
認
め
た
と
き
又
は

維
持
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
認
め
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
当
該
許
可
を
取
り
消
す
も
の
と
す
る
。

８
　
事
業
者
は
、
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
測
定
を
行
つ
た
と
き
は
、
そ
の
都
度
、
次
の
事
項
を
記
録
し
て
、
こ
れ
を
七
年
間
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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一
　
測
定
日
時

二
　
測
定
方
法

三
　
測
定
箇
所

四
　
測
定
条
件

五
　
測
定
結
果

六
　
測
定
を
実
施
し
た
者
の
氏
名

七
　
測
定
結
果
に
基
づ
い
て
改
善
措
置
を
講
じ
た
と
き
は
、
当
該
措
置
の
概
要

（
測
定
結
果
の
評
価
）

第
二
十
六
条
の
二
　
事
業
者
は
、
第
二
十
五
条
の
屋
内
作
業
場
に
つ
い
て
、
前
条
第
一
項
、
第
二
項
若
し
く
は
第
三
項
又
は
法
第
六
十
五
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
測
定
を
行
つ
た
と
き
は
、
そ
の
都
度
、
速
や
か
に
、
厚
生
労
働
大
臣

の
定
め
る
作
業
環
境
評
価
基
準
に
従
つ
て
、
作
業
環
境
の
管
理
の
状
態
に
応
じ
、
第
一
管
理
区
分
、
第
二
管
理
区
分
又
は
第
三
管
理
区
分
に
区
分
す
る
こ
と
に
よ
り
当
該
測
定
の
結
果
の
評
価
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
事
業
者
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
評
価
を
行
つ
た
と
き
は
、
そ
の
都
度
次
の
事
項
を
記
録
し
て
、
こ
れ
を
七
年
間
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
評
価
日
時

二
　
評
価
箇
所

三
　
評
価
結
果

四
　
評
価
を
実
施
し
た
者
の
氏
名

（
評
価
の
結
果
に
基
づ
く
措
置
）

第
二
十
六
条
の
三
　
事
業
者
は
、
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
評
価
の
結
果
、
第
三
管
理
区
分
に
区
分
さ
れ
た
場
所
に
つ
い
て
は
、
直
ち
に
、
施
設
、
設
備
、
作
業
工
程
又
は
作
業
方
法
の
点
検
を
行
い
、
そ
の
結
果
に
基
づ
き
、
施
設

又
は
設
備
の
設
置
又
は
整
備
、
作
業
工
程
又
は
作
業
方
法
の
改
善
そ
の
他
作
業
環
境
を
改
善
す
る
た
め
必
要
な
措
置
を
講
じ
、
当
該
場
所
の
管
理
区
分
が
第
一
管
理
区
分
又
は
第
二
管
理
区
分
と
な
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
事
業
者
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
措
置
を
講
じ
た
と
き
は
、
そ
の
効
果
を
確
認
す
る
た
め
、
同
項
の
場
所
に
つ
い
て
当
該
粉
じ
ん
の
濃
度
を
測
定
し
、
及
び
そ
の
結
果
の
評
価
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
事
業
者
は
、
第
一
項
の
場
所
に
つ
い
て
は
、
労
働
者
に
有
効
な
呼
吸
用
保
護
具
を
使
用
さ
せ
る
ほ
か
、
健
康
診
断
の
実
施
そ
の
他
労
働
者
の
健
康
の
保
持
を
図
る
た
め
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
と
と
も
に
、
前
条
第
二
項
の
規
定
に

よ
る
評
価
の
記
録
、
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
講
ず
る
措
置
及
び
前
項
の
規
定
に
基
づ
く
評
価
の
結
果
を
次
に
掲
げ
る
い
ず
れ
か
の
方
法
に
よ
つ
て
労
働
者
に
周
知
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
常
時
各
作
業
場
の
見
や
す
い
場
所
に
掲
示
し
、
又
は
備
え
付
け
る
こ
と
。

二
　
書
面
を
労
働
者
に
交
付
す
る
こ
と
。

三
　
事
業
者
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
に
備
え
ら
れ
た
フ
ァ
イ
ル
又
は
電
磁
的
記
録
媒
体
（
電
磁
的
記
録
（
電
子
的
方
式
、
磁
気
的
方
式
そ
の
他
人
の
知
覚
に
よ
つ
て
は
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
式
で
作
ら
れ
る
記
録
で
あ

つ
て
、
電
子
計
算
機
に
よ
る
情
報
処
理
の
用
に
供
さ
れ
る
も
の
を
い
う
。
）
に
係
る
記
録
媒
体
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
も
つ
て
調
製
す
る
フ
ァ
イ
ル
に
記
録
し
、
か
つ
、
各
作
業
場
に
労
働
者
が
当
該
記
録
の
内
容
を
常
時
確
認

で
き
る
機
器
を
設
置
す
る
こ
と
。

４
　
事
業
者
は
、
第
一
項
の
場
所
に
お
い
て
作
業
に
従
事
す
る
者
（
労
働
者
を
除
く
。
）
に
対
し
、
当
該
場
所
に
つ
い
て
は
、
有
効
な
呼
吸
用
保
護
具
を
使
用
す
る
必
要
が
あ
る
旨
を
周
知
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
十
六
条
の
三
の
二
　
事
業
者
は
、
前
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
評
価
の
結
果
、
第
三
管
理
区
分
に
区
分
さ
れ
た
場
所
（
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
措
置
を
講
じ
て
い
な
い
こ
と
又
は
当
該
措
置
を
講
じ
た
後
同
条
第
二
項
の
評
価
を

行
つ
て
い
な
い
こ
と
に
よ
り
、
第
一
管
理
区
分
又
は
第
二
管
理
区
分
と
な
つ
て
い
な
い
も
の
を
含
み
、
第
五
項
各
号
の
措
置
を
講
じ
て
い
る
も
の
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
は
、
遅
滞
な
く
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
、
事
業
場
に
お

け
る
作
業
環
境
の
管
理
に
つ
い
て
必
要
な
能
力
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
者
（
当
該
事
業
場
に
属
さ
な
い
者
に
限
る
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
作
業
環
境
管
理
専
門
家
」
と
い
う
。
）
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
当
該
場
所
に
つ
い
て
、
施
設
又
は
設
備
の
設
置
又
は
整
備
、
作
業
工
程
又
は
作
業
方
法
の
改
善
そ
の
他
作
業
環
境
を
改
善
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
に
よ
り
第
一
管
理
区
分
又
は
第
二
管
理
区
分
と
す
る
こ
と
の

可
否

二
　
当
該
場
所
に
つ
い
て
、
前
号
に
お
い
て
第
一
管
理
区
分
又
は
第
二
管
理
区
分
と
す
る
こ
と
が
可
能
な
場
合
に
お
け
る
作
業
環
境
を
改
善
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
の
内
容

２
　
事
業
者
は
、
前
項
の
第
三
管
理
区
分
に
区
分
さ
れ
た
場
所
に
つ
い
て
、
同
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
作
業
環
境
管
理
専
門
家
が
第
一
管
理
区
分
又
は
第
二
管
理
区
分
と
す
る
こ
と
が
可
能
と
判
断
し
た
場
合
は
、
直
ち
に
、
当
該
場

所
に
つ
い
て
、
同
項
第
二
号
の
事
項
を
踏
ま
え
、
第
一
管
理
区
分
又
は
第
二
管
理
区
分
と
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
事
業
者
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
措
置
を
講
じ
た
と
き
は
、
そ
の
効
果
を
確
認
す
る
た
め
、
同
項
の
場
所
に
つ
い
て
当
該
粉
じ
ん
の
濃
度
を
測
定
し
、
及
び
そ
の
結
果
を
評
価
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４
　
事
業
者
は
、
第
一
項
の
第
三
管
理
区
分
に
区
分
さ
れ
た
場
所
に
つ
い
て
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
評
価
の
結
果
、
第
三
管
理
区
分
に
区
分
さ
れ
た
場
合
又
は
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
作
業
環
境
管
理
専
門
家
が
当
該
場
所
を
第

一
管
理
区
分
若
し
く
は
第
二
管
理
区
分
と
す
る
こ
と
が
困
難
と
判
断
し
た
場
合
は
、
直
ち
に
、
次
に
掲
げ
る
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
当
該
場
所
に
つ
い
て
、
厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
労
働
者
の
身
体
に
装
着
す
る
試
料
採
取
器
等
を
用
い
て
行
う
測
定
そ
の
他
の
方
法
に
よ
る
測
定
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
個
人
サ
ン
プ
リ
ン
グ
測
定
等
」

と
い
う
。
）
に
よ
り
、
粉
じ
ん
の
濃
度
を
測
定
し
、
厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
結
果
に
応
じ
て
、
労
働
者
に
有
効
な
呼
吸
用
保
護
具
を
使
用
さ
せ
る
こ
と
（
当
該
場
所
に
お
い
て
作
業
の
一
部
を
請
負
人
に
請

け
負
わ
せ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
労
働
者
に
有
効
な
呼
吸
用
保
護
具
を
使
用
さ
せ
、
か
つ
、
当
該
請
負
人
に
対
し
、
有
効
な
呼
吸
用
保
護
具
を
使
用
す
る
必
要
が
あ
る
旨
を
周
知
さ
せ
る
こ
と
。
）
。
た
だ
し
、
前
項
の
規
定
に
よ
る

測
定
（
当
該
測
定
を
実
施
し
て
い
な
い
場
合
（
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
作
業
環
境
管
理
専
門
家
が
当
該
場
所
を
第
一
管
理
区
分
又
は
第
二
管
理
区
分
と
す
る
こ
と
が
困
難
と
判
断
し
た
場
合
に
限
る
。
）
は
、
前
条
第
二
項
の

規
定
に
よ
る
測
定
）
を
個
人
サ
ン
プ
リ
ン
グ
測
定
等
に
よ
り
実
施
し
た
場
合
は
、
当
該
測
定
を
も
つ
て
、
こ
の
号
に
お
け
る
個
人
サ
ン
プ
リ
ン
グ
測
定
等
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

二
　
前
号
の
呼
吸
用
保
護
具
（
面
体
を
有
す
る
も
の
に
限
る
。
）
に
つ
い
て
、
当
該
呼
吸
用
保
護
具
が
適
切
に
装
着
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る
方
法
に
よ
り
確
認
し
、
そ
の
結
果
を
記
録
し
、
こ
れ
を
三
年
間
保
存

す
る
こ
と
。

三
　
保
護
具
に
関
す
る
知
識
及
び
経
験
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
者
の
う
ち
か
ら
保
護
具
着
用
管
理
責
任
者
を
選
任
し
、
次
の
事
項
を
行
わ
せ
る
こ
と
。

イ
　
前
二
号
及
び
次
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
措
置
に
関
す
る
事
項
（
呼
吸
用
保
護
具
に
関
す
る
事
項
に
限
る
。
）
を
管
理
す
る
こ
と
。
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ロ
　
第
一
号
及
び
次
項
第
二
号
の
呼
吸
用
保
護
具
を
常
時
有
効
か
つ
清
潔
に
保
持
す
る
こ
と
。

四
　
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
作
業
環
境
管
理
専
門
家
の
意
見
の
概
要
、
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
講
ず
る
措
置
及
び
前
項
の
規
定
に
基
づ
く
評
価
の
結
果
を
、
前
条
第
三
項
各
号
に
掲
げ
る
い
ず
れ
か
の
方
法
に
よ
つ
て
労
働
者
に
周

知
さ
せ
る
こ
と
。

５
　
事
業
者
は
、
前
項
の
措
置
を
講
ず
べ
き
場
所
に
つ
い
て
、
第
一
管
理
区
分
又
は
第
二
管
理
区
分
と
評
価
さ
れ
る
ま
で
の
間
、
次
に
掲
げ
る
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
第
二
十
六
条
第
一
項
の
規

定
に
よ
る
測
定
を
行
う
こ
と
を
要
し
な
い
。

一
　
六
月
以
内
ご
と
に
一
回
、
定
期
に
、
個
人
サ
ン
プ
リ
ン
グ
測
定
等
に
よ
り
粉
じ
ん
の
濃
度
を
測
定
し
、
前
項
第
一
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
結
果
に
応
じ
て
、
労
働
者
に
有
効
な
呼
吸
用
保
護
具
を
使
用
さ
せ
る
こ
と
。

二
　
前
号
の
呼
吸
用
保
護
具
（
面
体
を
有
す
る
も
の
に
限
る
。
）
を
使
用
さ
せ
る
と
き
は
、
一
年
以
内
ご
と
に
一
回
、
定
期
に
、
当
該
呼
吸
用
保
護
具
が
適
切
に
装
着
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
前
項
第
二
号
に
定
め
る
方
法
に
よ
り
確
認

し
、
そ
の
結
果
を
記
録
し
、
こ
れ
を
三
年
間
保
存
す
る
こ
と
。

三
　
当
該
場
所
に
お
い
て
作
業
の
一
部
を
請
負
人
に
請
け
負
わ
せ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
請
負
人
に
対
し
、
第
一
号
の
呼
吸
用
保
護
具
を
使
用
す
る
必
要
が
あ
る
旨
を
周
知
さ
せ
る
こ
と
。

６
　
事
業
者
は
、
第
四
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
る
測
定
（
同
号
た
だ
し
書
の
測
定
を
含
む
。
）
又
は
前
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
る
測
定
を
行
つ
た
と
き
は
、
そ
の
都
度
、
次
の
事
項
を
記
録
し
、
こ
れ
を
七
年
間
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

一
　
測
定
日
時

二
　
測
定
方
法

三
　
測
定
箇
所

四
　
測
定
条
件

五
　
測
定
結
果

六
　
測
定
を
実
施
し
た
者
の
氏
名

七
　
測
定
結
果
に
応
じ
た
有
効
な
呼
吸
用
保
護
具
を
使
用
さ
せ
た
と
き
は
、
当
該
呼
吸
用
保
護
具
の
概
要

７
　
事
業
者
は
、
第
四
項
の
措
置
を
講
ず
べ
き
場
所
に
係
る
前
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
評
価
及
び
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
評
価
を
行
つ
た
と
き
は
、
次
の
事
項
を
記
録
し
、
こ
れ
を
七
年
間
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
評
価
日
時

二
　
評
価
箇
所

三
　
評
価
結
果

四
　
評
価
を
実
施
し
た
者
の
氏
名

第
二
十
六
条
の
三
の
三
　
事
業
者
は
、
前
条
第
四
項
各
号
に
掲
げ
る
措
置
を
講
じ
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
第
三
管
理
区
分
措
置
状
況
届
（
様
式
第
五
号
）
を
所
轄
労
働
基
準
監
督
署
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
十
六
条
の
四
　
事
業
者
は
、
第
二
十
六
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
評
価
の
結
果
、
第
二
管
理
区
分
に
区
分
さ
れ
た
場
所
に
つ
い
て
は
、
施
設
、
設
備
、
作
業
工
程
又
は
作
業
方
法
の
点
検
を
行
い
、
そ
の
結
果
に
基
づ
き
、
施

設
又
は
設
備
の
設
置
又
は
整
備
、
作
業
工
程
又
は
作
業
方
法
の
改
善
そ
の
他
作
業
環
境
を
改
善
す
る
た
め
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
事
業
者
は
、
同
項
の
場
所
に
つ
い
て
は
、
第
二
十
六
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
評
価
の
記
録
及
び
前
項
の
規
定
に
基
づ
き
講
ず
る
措
置
を
次
に
掲
げ
る
い
ず
れ
か
の
方
法
に
よ
つ
て
労
働
者
に

周
知
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
常
時
各
作
業
場
の
見
や
す
い
場
所
に
掲
示
し
、
又
は
備
え
付
け
る
こ
と
。

二
　
書
面
を
労
働
者
に
交
付
す
る
こ
と
。

三
　
事
業
者
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
に
備
え
ら
れ
た
フ
ァ
イ
ル
又
は
電
磁
的
記
録
媒
体
を
も
つ
て
調
製
す
る
フ
ァ
イ
ル
に
記
録
し
、
か
つ
、
各
作
業
場
に
労
働
者
が
当
該
記
録
の
内
容
を
常
時
確
認
で
き
る
機
器
を
設
置
す
る
こ

と
。第

六
章
　
保
護
具

（
呼
吸
用
保
護
具
の
使
用
）

第
二
十
七
条
　
事
業
者
は
、
別
表
第
三
に
掲
げ
る
作
業
（
第
三
項
に
規
定
す
る
作
業
を
除
く
。
）
に
労
働
者
を
従
事
さ
せ
る
場
合
（
第
七
条
第
一
項
各
号
又
は
第
二
項
各
号
に
該
当
す
る
場
合
を
除
く
。
）
に
あ
つ
て
は
、
当
該
作
業
に
従

事
す
る
労
働
者
に
対
し
、
有
効
な
呼
吸
用
保
護
具
（
別
表
第
三
第
五
号
に
掲
げ
る
作
業
を
行
う
場
合
に
あ
つ
て
は
、
送
気
マ
ス
ク
又
は
空
気
呼
吸
器
に
限
る
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
使
用
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、

粉
じ
ん
の
発
生
源
を
密
閉
す
る
設
備
、
局
所
排
気
装
置
又
は
プ
ッ
シ
ュ
プ
ル
型
換
気
装
置
の
設
置
、
粉
じ
ん
の
発
生
源
を
湿
潤
な
状
態
に
保
つ
た
め
の
設
備
の
設
置
等
の
措
置
で
あ
つ
て
、
当
該
作
業
に
係
る
粉
じ
ん
の
発
散
を
防
止

す
る
た
め
に
有
効
な
も
の
を
講
じ
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

２
　
事
業
者
は
、
前
項
の
作
業
の
一
部
を
請
負
人
に
請
け
負
わ
せ
る
場
合
（
第
七
条
第
一
項
各
号
又
は
第
二
項
各
号
に
該
当
す
る
場
合
を
除
く
。
）
に
あ
つ
て
は
、
当
該
請
負
人
に
対
し
、
有
効
な
呼
吸
用
保
護
具
を
使
用
す
る
必
要
が
あ

る
旨
を
周
知
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
前
項
た
だ
し
書
の
措
置
を
講
じ
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

３
　
事
業
者
は
、
別
表
第
三
第
一
号
の
二
、
第
二
号
の
二
又
は
第
三
号
の
二
に
掲
げ
る
作
業
に
労
働
者
を
従
事
さ
せ
る
場
合
（
第
七
条
第
一
項
各
号
又
は
第
二
項
各
号
に
該
当
す
る
場
合
を
除
く
。
）
に
あ
つ
て
は
、
厚
生
労
働
大
臣
の
定

め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
作
業
場
に
つ
い
て
の
第
六
条
の
三
及
び
第
六
条
の
四
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
測
定
の
結
果
（
第
六
条
の
三
第
二
項
た
だ
し
書
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
鉱
物
等
中
の
遊
離
け
い
酸
の
含
有
率
を
含
む
。
）
に

応
じ
て
、
当
該
作
業
に
従
事
す
る
労
働
者
に
有
効
な
防
じ
ん
機
能
を
有
す
る
電
動
フ
ァ
ン
付
き
呼
吸
用
保
護
具
又
は
防
毒
機
能
を
有
す
る
電
動
フ
ァ
ン
付
き
呼
吸
用
保
護
具
で
あ
つ
て
防
じ
ん
機
能
を
有
す
る
も
の
を
使
用
さ
せ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

４
　
事
業
者
は
、
前
項
の
作
業
の
一
部
を
請
負
人
に
請
け
負
わ
せ
る
場
合
（
第
七
条
第
一
項
各
号
又
は
第
二
項
各
号
に
該
当
す
る
場
合
を
除
く
。
）
に
あ
つ
て
は
、
前
項
の
厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
同
項
の
測
定
の
結

果
に
応
じ
て
、
当
該
請
負
人
に
対
し
、
有
効
な
防
じ
ん
機
能
を
有
す
る
電
動
フ
ァ
ン
付
き
呼
吸
用
保
護
具
又
は
防
毒
機
能
を
有
す
る
電
動
フ
ァ
ン
付
き
呼
吸
用
保
護
具
で
あ
つ
て
防
じ
ん
機
能
を
有
す
る
も
の
を
使
用
す
る
必
要
が
あ

る
旨
を
周
知
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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５
　
労
働
者
は
、
第
七
条
、
第
八
条
、
第
九
条
第
一
項
、
第
二
十
四
条
第
二
項
た
だ
し
書
並
び
に
本
条
第
一
項
及
び
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
呼
吸
用
保
護
具
の
使
用
を
命
じ
ら
れ
た
と
き
は
、
当
該
呼
吸
用
保
護
具
を
使
用
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

附
　
則
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
昭
和
五
十
四
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
四
条
か
ら
第
二
十
二
条
ま
で
の
規
定
及
び
附
則
第
三
条
の
規
定
（
安
衛
則
第
三
十
六
条
に
一
号
を
加
え
る
部
分
及
び
第
六
百
五
十
八
条
に
係
る
部
分

に
限
る
。
）
は
、
昭
和
五
十
五
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
六
年
七
月
二
二
日
労
働
省
令
第
二
六
号
）

こ
の
省
令
は
、
昭
和
五
十
六
年
九
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
六
〇
年
一
月
一
四
日
労
働
省
令
第
二
号
）
　
抄

こ
の
省
令
は
、
昭
和
六
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
六
一
年
三
月
一
八
日
労
働
省
令
第
八
号
）

こ
の
省
令
は
、
昭
和
六
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
六
三
年
九
月
一
日
労
働
省
令
第
二
六
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
昭
和
六
十
三
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　

４
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
行
わ
れ
た
粉
じ
ん
障
害
防
止
規
則
第
二
十
五
条
の
屋
内
作
業
場
に
係
る
労
働
安
全
衛
生
法
第
六
十
五
条
第
一
項
又
は
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
測
定
に
つ
い
て
は
、
改
正
後
の
粉
じ
ん
障
害
防
止
規
則
第
二
十

六
条
の
二
か
ら
第
二
十
六
条
の
四
ま
で
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

附
　
則
　
（
平
成
六
年
三
月
三
〇
日
労
働
省
令
第
二
〇
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
六
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
計
画
の
届
出
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
有
機
溶
剤
中
毒
予
防
規
則
（
以
下
「
旧
有
機
則
」
と
い
う
。
）
第
三
十
七
条
第
一
項
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
鉛
中
毒
予
防
規
則
（
以
下
「
旧
鉛
則
」
と
い
う
。
）
第
六
十
一
条
第
一
項
、
こ

の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
四
ア
ル
キ
ル
鉛
中
毒
予
防
規
則
（
以
下
「
旧
四
ア
ル
キ
ル
則
」
と
い
う
。
）
第
二
十
八
条
第
一
項
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
特
定
化
学
物
質
等
障
害
予
防
規
則
（
以
下
「
旧
特
化
則
」
と
い
う
。
）
第
五

十
二
条
第
一
項
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
電
離
放
射
線
障
害
防
止
規
則
（
以
下
「
旧
電
離
則
」
と
い
う
。
）
第
六
十
一
条
第
一
項
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
事
務
所
衛
生
基
準
規
則
（
以
下
「
旧
事
務
所
則
」
と
い
う
。
）
第

二
十
四
条
第
一
項
又
は
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
粉
じ
ん
障
害
防
止
規
則
（
以
下
「
旧
粉
じ
ん
則
」
と
い
う
。
）
第
二
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
届
出
で
あ
っ
て
、
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）

後
に
開
始
さ
れ
る
工
事
に
係
る
も
の
は
、
こ
の
省
令
の
施
行
後
も
な
お
労
働
安
全
衛
生
法
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
八
十
八
条
第
一
項
の
届
出
と
し
て
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
す
る
。

２
　
旧
有
機
則
第
三
十
七
条
第
三
項
、
旧
鉛
則
第
六
十
一
条
第
三
項
、
旧
四
ア
ル
キ
ル
則
第
二
十
八
条
第
三
項
、
旧
特
化
則
第
五
十
二
条
第
三
項
、
旧
電
離
則
第
六
十
一
条
第
三
項
、
旧
事
務
所
則
第
二
十
五
条
又
は
旧
粉
じ
ん
則
第
二

十
八
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
く
届
出
で
あ
っ
て
、
施
行
日
後
に
開
始
さ
れ
る
工
事
に
係
る
も
の
は
、
こ
の
省
令
の
施
行
後
も
な
お
法
第
八
十
八
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
一
項
の
届
出
と
し
て
の
効
力
を
有
す
る
も
の

と
す
る
。

（
非
粉
じ
ん
作
業
の
認
定
等
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
四
条
　
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
じ
ん
肺
法
施
行
規
則
（
以
下
「
旧
じ
ん
肺
則
」
と
い
う
。
）
第
二
条
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
る
認
定
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
粉
じ
ん
障
害
防
止
規
則
（
以
下
「
新
粉
じ
ん
則
」
と
い
う
。
）

第
二
条
第
一
項
第
一
号
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
る
認
定
及
び
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
じ
ん
肺
法
施
行
規
則
第
二
条
た
だ
し
書
の
認
定
と
み
な
し
、
旧
じ
ん
肺
則
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
提
出
さ
れ
た
非
粉
じ
ん
作
業
認

定
申
請
書
は
、
新
粉
じ
ん
則
第
二
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
提
出
さ
れ
た
粉
じ
ん
作
業
非
該
当
認
定
申
請
書
と
み
な
す
。

（
罰
則
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
五
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
し
た
行
為
及
び
附
則
第
三
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
場
合
に
お
け
る
こ
の
省
令
の
施
行
後
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
〇
年
三
月
二
五
日
労
働
省
令
第
一
〇
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
一
年
一
月
一
一
日
労
働
省
令
第
四
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
改
正
前
の
様
式
に
よ
る
用
紙
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
二
年
一
月
三
一
日
労
働
省
令
第
二
号
）
　
抄
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（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
処
分
、
申
請
等
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
二
条
　
地
方
分
権
の
推
進
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
（
以
下
「
地
方
分
権
推
進
整
備
法
」
と
い
う
。
）
の
施
行
前
に
改
正
前
の
そ
れ
ぞ
れ
の
法
律
若
し
く
は
こ
れ
に
基
づ
く
政
令
の
規
定
（
こ
れ
ら
の
規
定
を

準
用
す
る
他
の
法
律
又
は
こ
れ
に
基
づ
く
政
令
の
規
定
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
に
よ
り
都
道
府
県
労
働
基
準
局
長
若
し
く
は
都
道
府
県
知
事
が
行
つ
た
許
可
等
の
処
分
そ
の
他
の
行
為
（
以
下
「
処
分
等
の
行
為
」
と
い
う
。
）
又
は

地
方
分
権
推
進
整
備
法
の
施
行
の
際
現
に
改
正
前
の
そ
れ
ぞ
れ
の
法
律
若
し
く
は
こ
れ
に
基
づ
く
政
令
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
労
働
基
準
局
長
若
し
く
は
都
道
府
県
知
事
に
対
し
て
さ
れ
て
い
る
許
可
等
の
申
請
そ
の
他
の
行
為
（
以

下
「
申
請
等
の
行
為
」
と
い
う
。
）
で
、
地
方
分
権
推
進
整
備
法
の
施
行
の
日
に
お
い
て
こ
れ
ら
の
行
為
に
係
る
行
政
事
務
を
地
方
分
権
推
進
整
備
法
に
よ
る
改
正
後
の
そ
れ
ぞ
れ
の
法
律
又
は
こ
れ
に
基
づ
く
労
働
省
令
の
規
定
（
こ

れ
ら
の
規
定
を
準
用
す
る
他
の
法
律
又
は
こ
れ
に
基
づ
く
労
働
省
令
の
規
定
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
に
よ
り
都
道
府
県
労
働
局
長
が
行
う
こ
と
と
な
る
も
の
は
、
地
方
分
権
推
進
整
備
法
の
施
行
の
日
以
後
に
お
け
る
改
正
後
の
そ
れ

ぞ
れ
の
法
律
又
は
こ
れ
に
基
づ
く
労
働
省
令
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
改
正
後
の
そ
れ
ぞ
れ
の
法
律
又
は
こ
れ
に
基
づ
く
労
働
省
令
の
相
当
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
労
働
局
長
が
し
た
処
分
等
の
行
為
又
は
都
道
府
県
労
働
局
長
に
対
し

て
さ
れ
た
申
請
等
の
行
為
と
み
な
す
。

第
三
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
改
正
前
の
そ
れ
ぞ
れ
の
省
令
の
規
定
に
よ
り
さ
れ
た
処
分
等
の
行
為
又
は
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
改
正
前
の
そ
れ
ぞ
れ
の
省
令
の
規
定
に
よ
り
さ
れ
て
い
る
申
請
等
の
行
為
で
、
こ
の
省
令
の
施

行
の
日
に
お
い
て
こ
れ
ら
の
行
為
に
係
る
行
政
事
務
を
行
う
べ
き
者
が
異
な
る
こ
と
と
な
る
も
の
は
、
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
以
後
に
お
け
る
改
正
後
の
そ
れ
ぞ
れ
の
省
令
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
改
正
後
の
そ
れ
ぞ
れ
の
省
令
の
相

当
規
定
に
よ
り
さ
れ
た
処
分
等
の
行
為
又
は
申
請
等
の
行
為
と
み
な
す
。

第
四
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
改
正
前
の
そ
れ
ぞ
れ
の
省
令
の
規
定
に
よ
り
国
又
は
地
方
公
共
団
体
の
機
関
又
は
職
員
に
対
し
て
報
告
、
届
出
、
提
出
そ
の
他
の
手
続
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
項
で
、
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
前

に
そ
の
手
続
が
さ
れ
て
い
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
改
正
後
の
そ
れ
ぞ
れ
の
省
令
の
相
当
規
定
に
よ
り
国
又
は
地
方
公
共
団
体
の
相
当
の
機
関
又
は
職
員
に
対
し
て
報
告
、
届
出
、
提
出
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
項
に
つ

い
て
そ
の
手
続
が
さ
れ
て
い
な
い
も
の
と
み
な
し
て
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
そ
れ
ぞ
れ
の
省
令
の
規
定
を
適
用
す
る
。

（
様
式
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
六
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
提
出
さ
れ
又
は
交
付
さ
れ
て
い
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
そ
れ
ぞ
れ
の
省
令
に
定
め
る
様
式
に
よ
る
申
請
書
等
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
そ
れ
ぞ
れ
の
省
令
に
定
め
る
相
当
様
式
に

よ
る
申
請
書
等
と
み
な
す
。

第
七
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
、
現
に
存
す
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
そ
れ
ぞ
れ
の
省
令
に
定
め
る
様
式
に
よ
る
申
請
書
等
の
用
紙
は
、
当
分
の
間
、
必
要
な
改
定
を
し
た
上
、
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
二
年
一
〇
月
三
一
日
労
働
省
令
第
四
一
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
内
閣
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
八
十
八
号
）
の
施
行
の
日
（
平
成
十
三
年
一
月
六
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
八
年
一
月
五
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
罰
則
の
適
用
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
十
三
条
　
施
行
日
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
九
年
一
二
月
四
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
四
三
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
年
三
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
一
年
三
月
三
〇
日
厚
生
労
働
省
令
第
五
五
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
講
習
を
行
っ
て
い
る
者
又
は
同
欄
に
掲
げ
る
指
定
を
受
け
て
い
る
者
は
、
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
六
月
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
間
は
、
同
表
の

中
欄
に
掲
げ
る
登
録
を
受
け
て
い
る
者
と
み
な
す
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
規
定
は
適
用
し
な
い
。

平
成
二
十
一
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
百
三
十
二
号
（
安
全
衛
生
推
進
者
等
の
選
任
に
関
す
る
基
準
の
一
部

を
改
正
す
る
件
）
に
よ
る
改
正
前
の
安
全
衛
生
推
進
者
等
の
選
任
に
関
す
る
基
準
（
昭
和
六
十
三
年
労
働

省
告
示
第
八
十
号
。
以
下
「
旧
選
任
基
準
」
と
い
う
。
）
本
則
第
四
号
の
講
習
（
安
全
衛
生
推
進
者
に
係

る
も
の
に
限
る
。
）

第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
労
働
安
全
衛
生
規
則
（
昭
和
四
十
七
年
労
働
省
令
第
三
十
二
号
。

以
下
「
新
安
衛
則
」
と
い
う
。
）
第
十
二
条
の
三
第
一
項
の
登
録
（
労
働
安
全
衛
生
法
及
び
こ
れ
に

基
づ
く
命
令
に
係
る
登
録
及
び
指
定
に
関
す
る
省
令
（
昭
和
四
十
七
年
労
働
省
令
第
四
十
四
号
。

以
下
「
登
録
省
令
」
と
い
う
。
）
第
一
条
の
二
第
一
項
第
一
号
の
区
分
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）

登
録
省
令
第
一
条
の
二
の
五

第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
及

び
第
一
条
の
二
の
七

旧
選
任
基
準
本
則
第
四
号
の
講
習
（
衛
生
推
進
者
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）

新
安
衛
則
第
十
二
条
の
三
第
一
項
の
登
録
（
登
録
省
令
第
一
条
の
二
第
一
項
第
二
号
の
区
分
に
係

る
も
の
に
限
る
。
）

　

平
成
二
十
一
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
百
二
十
九
号
（
作
業
環
境
測
定
基
準
の
一
部
を
改
正
す
る
件
）
に
よ

る
改
正
前
の
作
業
環
境
測
定
基
準
（
昭
和
五
十
一
年
労
働
省
告
示
第
四
十
六
号
。
以
下
「
旧
測
定
基
準
」

と
い
う
。
）
第
二
条
第
三
項
第
一
号
の
指
定

第
七
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
粉
じ
ん
障
害
防
止
規
則
（
昭
和
五
十
四
年
労
働
省
令
第
十
八
号
。

以
下
「
新
粉
じ
ん
則
」
と
い
う
。
）
第
二
十
六
条
第
三
項
の
登
録

登
録
省
令
第
十
九
条
の
二
十

四
の
八
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平
成
二
十
一
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
百
二
十
四
号
（
発
破
技
士
免
許
試
験
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
件
）

に
よ
る
改
正
前
の
発
破
技
士
免
許
試
験
規
程
（
昭
和
四
十
七
年
労
働
省
告
示
第
九
十
七
号
）
第
四
条
の
発

破
実
技
講
習

新
安
衛
則
別
表
第
五
の
四
の
表
受
験
資
格
の
欄
第
三
号
の
登
録

登
録
省
令
第
十
九
条
の
二
十

四
の
二
十
一
第
一
項
か
ら
第

三
項
ま
で
及
び
第
十
九
条
の

二
十
四
の
二
十
三

平
成
二
十
一
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
百
二
十
六
号
（
ボ
イ
ラ
ー
技
士
、
ボ
イ
ラ
ー
溶
接
士
及
び
ボ
イ
ラ
ー

整
備
士
免
許
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
件
）
に
よ
る
改
正
前
の
ボ
イ
ラ
ー
技
士
、
ボ
イ
ラ
ー
溶
接
士
及
び

ボ
イ
ラ
ー
整
備
士
免
許
規
程
（
昭
和
四
十
七
年
労
働
省
告
示
第
百
十
六
号
。
以
下
「
旧
ボ
イ
ラ
ー
規
程
」

と
い
う
。
）
第
三
条
第
二
号
の
ボ
イ
ラ
ー
実
技
講
習

第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
ボ
イ
ラ
ー
及
び
圧
力
容
器
安
全
規
則
（
昭
和
四
十
七
年
労
働
省

令
第
三
十
三
号
。
以
下
「
新
ボ
イ
ラ
ー
則
」
と
い
う
。
）
第
百
一
条
第
三
号
ニ
の
登
録

登
録
省
令
第
十
九
条
の
二
十

四
の
三
十
六
第
一
項
か
ら
第

三
項
ま
で
及
び
第
十
九
条
の

二
十
四
の
三
十
八

第
五
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
労
働
安
全
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
及
び
労
働
衛
生
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
規
則

（
昭
和
四
十
八
年
労
働
省
令
第
三
号
。
以
下
「
旧
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
則
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第
七
号
の
安

全
に
関
す
る
講
習

第
五
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
労
働
安
全
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
及
び
労
働
衛
生
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

規
則
（
以
下
「
新
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
則
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第
七
号
の
登
録

登
録
省
令
第
二
十
五
条
の
八

第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
及

び
第
二
十
五
条
の
十

旧
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
則
第
十
一
条
第
十
号
の
衛
生
に
関
す
る
講
習

新
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
則
第
十
一
条
第
十
号
の
登
録

　

平
成
二
十
一
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
百
四
十
七
号
（
昭
和
五
十
六
年
労
働
省
告
示
第
五
十
六
号
を
廃
止
す

る
件
）
に
よ
る
廃
止
前
の
昭
和
五
十
六
年
労
働
省
告
示
第
五
十
六
号
（
労
働
安
全
衛
生
規
則
別
表
第
九
資

格
の
欄
の
規
定
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
研
修
を
定
め
る
件
。
以
下
「
旧
研
修
告
示
」
と
い

う
。
）
第
一
条
第
三
号
の
指
定

新
安
衛
則
別
表
第
九
別
表
第
七
の
上
欄
第
十
号
に
掲
げ
る
機
械
等
に
係
る
工
事
の
項
第
一
号
ロ
及

び
別
表
第
七
の
上
欄
第
十
二
号
に
掲
げ
る
機
械
等
に
係
る
工
事
の
項
第
一
号
ロ
の
登
録

登
録
省
令
第
五
十
七
条
第
一

項
か
ら
第
三
項
ま
で
及
び
第

五
十
九
条

旧
研
修
告
示
第
二
条
第
二
号
に
お
い
て
準
用
す
る
旧
研
修
告
示
第
一
条
第
三
号
の
指
定

新
安
衛
則
別
表
第
九
第
八
十
九
条
の
二
第
一
号
に
掲
げ
る
仕
事
及
び
第
九
十
条
第
一
号
に
掲
げ
る

仕
事
の
う
ち
建
設
の
仕
事
（
ダ
ム
の
建
設
の
仕
事
を
除
く
。
）
の
項
第
一
号
ロ
及
び
第
八
十
九
条
の

二
第
二
号
か
ら
第
六
号
ま
で
に
掲
げ
る
仕
事
及
び
第
九
十
条
第
一
号
か
ら
第
五
号
ま
で
に
掲
げ
る

仕
事
（
同
条
第
一
号
に
掲
げ
る
仕
事
に
あ
つ
て
は
ダ
ム
の
建
設
の
仕
事
に
、
同
条
第
二
号
、
第
二

号
の
二
及
び
第
三
号
に
掲
げ
る
仕
事
に
あ
つ
て
は
建
設
の
仕
事
に
限
る
。
）
の
項
第
一
号
ハ
の
登
録

　

第
六
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
作
業
環
境
測
定
法
施
行
規
則
（
昭
和
五
十
年
労
働
省
令
第
二
十
号
。
以

下
「
旧
作
環
則
」
と
い
う
。
）
第
十
七
条
第
二
号
の
講
習

第
六
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
作
業
環
境
測
定
法
施
行
規
則
（
以
下
「
新
作
環
則
」
と
い
う
。
）

第
十
七
条
第
二
号
の
厚
生
労
働
大
臣
の
登
録

新
作
環
則
第
十
七
の
六
第
一

項
か
ら
第
三
項
ま
で
及
び
第

十
七
条
の
八

旧
作
環
則
第
十
七
条
第
十
六
号
の
講
習

新
作
環
則
第
十
七
条
第
十
六
号
の
厚
生
労
働
大
臣
の
登
録

　

５
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
受
け
た
旧
測
定
基
準
第
二
条
第
三
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
る
較
正
は
、
新
粉
じ
ん
則
第
二
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
較
正
と
み
な
す
。

附
　
則
　
（
平
成
二
四
年
二
月
七
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
九
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
罰
則
の
適
用
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
四
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
日
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
六
年
六
月
二
五
日
厚
生
労
働
省
令
第
七
〇
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
六
年
七
月
三
十
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
七
年
八
月
一
〇
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
三
一
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
七
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
九
年
四
月
一
一
日
厚
生
労
働
省
令
第
五
八
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
九
年
六
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
二
年
六
月
一
五
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
二
八
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
二
年
一
二
月
二
五
日
厚
生
労
働
省
令
第
二
〇
八
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

12



（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
様
式
（
次
項
に
お
い
て
「
旧
様
式
」
と
い
う
。
）
に
よ
り
使
用
さ
れ
て
い
る
書
類
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
様
式
に
よ
る
も
の
と
み
な
す
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
旧
様
式
に
よ
る
用
紙
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
令
和
四
年
四
月
一
五
日
厚
生
労
働
省
令
第
八
二
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
四
年
五
月
三
一
日
厚
生
労
働
省
令
第
九
一
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

一
　
第
二
条
、
第
四
条
、
第
六
条
、
第
八
条
、
第
十
条
、
第
十
二
条
及
び
第
十
四
条
の
規
定
　
令
和
五
年
四
月
一
日

二
　
第
三
条
、
第
五
条
、
第
七
条
、
第
九
条
、
第
十
一
条
、
第
十
三
条
及
び
第
十
五
条
の
規
定
　
令
和
六
年
四
月
一
日

（
様
式
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
四
条
　
こ
の
省
令
（
附
則
第
一
条
第
一
号
に
掲
げ
る
規
定
に
つ
い
て
は
、
当
該
規
定
（
第
四
条
及
び
第
八
条
に
限
る
。
）
。
以
下
同
じ
。
）
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
様
式
に
よ
る
用
紙
に
つ
い
て
は
、
当
分
の

間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
罰
則
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
五
条
　
附
則
第
一
条
各
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
令
和
五
年
三
月
二
七
日
厚
生
労
働
省
令
第
二
九
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
令
和
五
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
五
年
四
月
二
四
日
厚
生
労
働
省
令
第
七
〇
号
）
　
抄

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
五
年
一
二
月
二
七
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
六
五
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

別
表
第
一
（
第
二
条
、
第
三
条
関
係
）

一
　
鉱
物
等
（
湿
潤
な
土
石
を
除
く
。
）
を
掘
削
す
る
場
所
に
お
け
る
作
業
（
次
号
に
掲
げ
る
作
業
を
除
く
。
）
。
た
だ
し
、
次
に
掲
げ
る
作
業
を
除
く
。

イ
　
坑
外
の
、
鉱
物
等
を
湿
式
に
よ
り
試

す
い錐

す
る
場
所
に
お
け
る
作
業

ロ
　
屋
外
の
、
鉱
物
等
を
動
力
又
は
発
破
に
よ
ら
な
い
で
掘
削
す
る
場
所
に
お
け
る
作
業

一
の
二
　
ず
い
道
等
の
内
部
の
、
ず
い
道
等
の
建
設
の
作
業
の
う
ち
、
鉱
物
等
を
掘
削
す
る
場
所
に
お
け
る
作
業

二
　
鉱
物
等
（
湿
潤
な
も
の
を
除
く
。
）
を
積
載
し
た
車
の
荷
台
を
覆
し
、
又
は
傾
け
る
こ
と
に
よ
り
鉱
物
等
（
湿
潤
な
も
の
を
除
く
。
）
を
積
み
卸
す
場
所
に
お
け
る
作
業
（
次
号
、
第
三
号
の
二
、
第
九
号
又
は
第
十
八
号
に
掲
げ

る
作
業
を
除
く
。
）

三
　
坑
内
の
、
鉱
物
等
を
破
砕
し
、
粉
砕
し
、
ふ
る
い
分
け
、
積
み
込
み
、
又
は
積
み
卸
す
場
所
に
お
け
る
作
業
（
次
号
に
掲
げ
る
作
業
を
除
く
。
）
。
た
だ
し
、
次
に
掲
げ
る
作
業
を
除
く
。

イ
　
湿
潤
な
鉱
物
等
を
積
み
込
み
、
又
は
積
み
卸
す
場
所
に
お
け
る
作
業

ロ
　
水
の
中
で
破
砕
し
、
粉
砕
し
、
又
は
ふ
る
い
分
け
る
場
所
に
お
け
る
作
業

三
の
二
　
ず
い
道
等
の
内
部
の
、
ず
い
道
等
の
建
設
の
作
業
の
う
ち
、
鉱
物
等
を
積
み
込
み
、
又
は
積
み
卸
す
場
所
に
お
け
る
作
業

四
　
坑
内
に
お
い
て
鉱
物
等
（
湿
潤
な
も
の
を
除
く
。
）
を
運
搬
す
る
作
業
。
た
だ
し
、
鉱
物
等
を
積
載
し
た
車
を

け
ん牽

引
す
る
機
関
車
を
運
転
す
る
作
業
を
除
く
。

五
　
坑
内
の
、
鉱
物
等
（
湿
潤
な
も
の
を
除
く
。
）
を
充
て
ん
し
、
又
は
岩
粉
を
散
布
す
る
場
所
に
お
け
る
作
業
（
次
号
に
掲
げ
る
作
業
を
除
く
。
）

五
の
二
　
ず
い
道
等
の
内
部
の
、
ず
い
道
等
の
建
設
の
作
業
の
う
ち
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
等
を
吹
き
付
け
る
場
所
に
お
け
る
作
業

五
の
三
　
坑
内
で
あ
つ
て
、
第
一
号
か
ら
第
三
号
の
二
ま
で
又
は
前
二
号
に
規
定
す
る
場
所
に
近
接
す
る
場
所
に
お
い
て
、
粉
じ
ん
が
付
着
し
、
又
は
堆
積
し
た
機
械
設
備
又
は
電
気
設
備
を
移
設
し
、
撤
去
し
、
点
検
し
、
又
は
補

修
す
る
作
業

六
　
岩
石
又
は
鉱
物
を
裁
断
し
、
彫
り
、
又
は
仕
上
げ
す
る
場
所
に
お
け
る
作
業
（
第
十
三
号
に
掲
げ
る
作
業
を
除
く
。
）
。
た
だ
し
、
火
炎
を
用
い
て
裁
断
し
、
又
は
仕
上
げ
す
る
場
所
に
お
け
る
作
業
を
除
く
。

七
　
研
磨
材
の
吹
き
付
け
に
よ
り
研
磨
し
、
又
は
研
磨
材
を
用
い
て
動
力
に
よ
り
、
岩
石
、
鉱
物
若
し
く
は
金
属
を
研
磨
し
、
若
し
く
は
ば
り
取
り
し
、
若
し
く
は
金
属
を
裁
断
す
る
場
所
に
お
け
る
作
業
（
前
号
に
掲
げ
る
作
業
を

除
く
。
）

八
　
鉱
物
等
、
炭
素
原
料
又
は
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
は
く
を
動
力
に
よ
り
破
砕
し
、
粉
砕
し
、
又
は
ふ
る
い
分
け
る
場
所
に
お
け
る
作
業
（
第
三
号
、
第
十
五
号
又
は
第
十
九
号
に
掲
げ
る
作
業
を
除
く
。
）
。
た
だ
し
、
水
又
は
油
の
中
で

動
力
に
よ
り
破
砕
し
、
粉
砕
し
、
又
は
ふ
る
い
分
け
る
場
所
に
お
け
る
作
業
を
除
く
。

九
　
セ
メ
ン
ト
、
フ
ラ
イ
ア
ッ
シ
ュ
又
は
粉
状
の
鉱
石
、
炭
素
原
料
若
し
く
は
炭
素
製
品
を
乾
燥
し
、
袋
詰
め
し
、
積
み
込
み
、
又
は
積
み
卸
す
場
所
に
お
け
る
作
業
（
第
三
号
、
第
三
号
の
二
、
第
十
六
号
又
は
第
十
八
号
に
掲
げ

る
作
業
を
除
く
。
）

十
　
粉
状
の
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
又
は
酸
化
チ
タ
ン
を
袋
詰
め
す
る
場
所
に
お
け
る
作
業
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十
一
　
粉
状
の
鉱
石
又
は
炭
素
原
料
を
原
料
又
は
材
料
と
し
て
使
用
す
る
物
を
製
造
し
、
又
は
加
工
す
る
工
程
に
お
い
て
、
粉
状
の
鉱
石
、
炭
素
原
料
又
は
こ
れ
ら
を
含
む
物
を
混
合
し
、
混
入
し
、
又
は
散
布
す
る
場
所
に
お
け
る

作
業
（
次
号
か
ら
第
十
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
作
業
を
除
く
。
）

十
二
　
ガ
ラ
ス
又
は
ほ
う
ろ
う
を
製
造
す
る
工
程
に
お
い
て
、
原
料
を
混
合
す
る
場
所
に
お
け
る
作
業
又
は
原
料
若
し
く
は
調
合
物
を
溶
解
炉
に
投
げ
入
れ
る
作
業
。
た
だ
し
、
水
の
中
で
原
料
を
混
合
す
る
場
所
に
お
け
る
作
業
を
除

く
。

十
三
　
陶
磁
器
、
耐
火
物
、
け
い
藻
土
製
品
又
は
研
磨
材
を
製
造
す
る
工
程
に
お
い
て
、
原
料
を
混
合
し
、
若
し
く
は
成
形
し
、
原
料
若
し
く
は
半
製
品
を
乾
燥
し
、
半
製
品
を
台
車
に
積
み
込
み
、
若
し
く
は
半
製
品
若
し
く
は
製

品
を
台
車
か
ら
積
み
卸
し
、
仕
上
げ
し
、
若
し
く
は
荷
造
り
す
る
場
所
に
お
け
る
作
業
又
は
窯
の
内
部
に
立
ち
入
る
作
業
。
た
だ
し
、
次
に
掲
げ
る
作
業
を
除
く
。

イ
　
陶
磁
器
を
製
造
す
る
工
程
に
お
い
て
、
原
料
を
流
し
込
み
成
形
し
、
半
製
品
を
生
仕
上
げ
し
、
又
は
製
品
を
荷
造
り
す
る
場
所
に
お
け
る
作
業

ロ
　
水
の
中
で
原
料
を
混
合
す
る
場
所
に
お
け
る
作
業

十
四
　
炭
素
製
品
を
製
造
す
る
工
程
に
お
い
て
、
炭
素
原
料
を
混
合
し
、
若
し
く
は
成
形
し
、
半
製
品
を
炉
詰
め
し
、
又
は
半
製
品
若
し
く
は
製
品
を
炉
出
し
し
、
若
し
く
は
仕
上
げ
す
る
場
所
に
お
け
る
作
業
。
た
だ
し
、
水
の
中

で
原
料
を
混
合
す
る
場
所
に
お
け
る
作
業
を
除
く
。

十
五
　
砂
型
を
用
い
て
鋳
物
を
製
造
す
る
工
程
に
お
い
て
、
砂
型
を
造
型
し
、
砂
型
を
壊
し
、
砂
落
と
し
し
、
砂
を
再
生
し
、
砂
を
混
練
し
、
又
は
鋳
ば
り
等
を
削
り
取
る
場
所
に
お
け
る
作
業
（
第
七
号
に
掲
げ
る
作
業
を
除
く
。
）
。

た
だ
し
、
水
の
中
で
砂
を
再
生
す
る
場
所
に
お
け
る
作
業
を
除
く
。

十
六
　
鉱
物
等
（
湿
潤
な
も
の
を
除
く
。
）
を
運
搬
す
る
船
舶
の
船
倉
内
で
鉱
物
等
（
湿
潤
な
も
の
を
除
く
。
）
を
か
き
落
と
し
、
若
し
く
は
か
き
集
め
る
作
業
又
は
こ
れ
ら
の
作
業
に
伴
い
清
掃
を
行
う
作
業
（
水
洗
す
る
等
粉
じ
ん

の
飛
散
し
な
い
方
法
に
よ
つ
て
行
う
も
の
を
除
く
。
）

十
七
　
金
属
そ
の
他
無
機
物
を
製
錬
し
、
又
は
溶
融
す
る
工
程
に
お
い
て
、
土
石
又
は
鉱
物
を
開
放
炉
に
投
げ
入
れ
、
焼
結
し
、
湯
出
し
し
、
又
は
鋳
込
み
す
る
場
所
に
お
け
る
作
業
。
た
だ
し
、
転
炉
か
ら
湯
出
し
し
、
又
は
金
型

に
鋳
込
み
す
る
場
所
に
お
け
る
作
業
を
除
く
。

十
八
　
粉
状
の
鉱
物
を
燃
焼
す
る
工
程
又
は
金
属
そ
の
他
無
機
物
を
製
錬
し
、
若
し
く
は
溶
融
す
る
工
程
に
お
い
て
、
炉
、
煙
道
、
煙
突
等
に
付
着
し
、
若
し
く
は
堆
積
し
た
鉱
さ
い
又
は
灰
を
か
き
落
と
し
、
か
き
集
め
、
積
み
込

み
、
積
み
卸
し
、
又
は
容
器
に
入
れ
る
場
所
に
お
け
る
作
業

十
九
　
耐
火
物
を
用
い
て
窯
、
炉
等
を
築
造
し
、
若
し
く
は
修
理
し
、
又
は
耐
火
物
を
用
い
た
窯
、
炉
等
を
解
体
し
、
若
し
く
は
破
砕
す
る
作
業

二
十
　
屋
内
、
坑
内
又
は
タ
ン
ク
、
船
舶
、
管
、
車
両
等
の
内
部
に
お
い
て
、
金
属
を
溶
断
し
、
又
は
ア
ー
ク
を
用
い
て
ガ
ウ
ジ
ン
グ
す
る
作
業

二
十
の
二
　
金
属
を
ア
ー
ク
溶
接
す
る
作
業

二
十
一
　
金
属
を
溶
射
す
る
場
所
に
お
け
る
作
業

二
十
二
　
染
土
の
付
着
し
た

い藺
草
を

く
ら庫

入
れ
し
、

く
ら庫

出
し
し
、
選
別
調
整
し
、
又
は
製
織
す
る
場
所
に
お
け
る
作
業

二
十
三
　
長
大
ず
い
道
（
じ
ん
肺
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
五
年
労
働
省
令
第
六
号
）
別
表
第
二
十
三
号
の
長
大
ず
い
道
を
い
う
。
別
表
第
三
第
十
七
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
内
部
の
、
ホ
ッ
パ
ー
車
か
ら
バ
ラ
ス
ト
を
取
り
卸
し
、

又
は
マ
ル
チ
プ
ル
タ
イ
タ
ン
パ
ー
に
よ
り
道
床
を
突
き
固
め
る
場
所
に
お
け
る
作
業

別
表
第
二
（
第
二
条
、
第
四
条
、
第
十
条
、
第
十
一
条
関
係
）

一
　
別
表
第
一
第
一
号
又
は
第
一
号
の
二
に
掲
げ
る
作
業
に
係
る
粉
じ
ん
発
生
源
の
う
ち
、
坑
内
の
、
鉱
物
等
を
動
力
に
よ
り
掘
削
す
る
箇
所

二
　
別
表
第
一
第
三
号
に
掲
げ
る
作
業
に
係
る
粉
じ
ん
発
生
源
の
う
ち
、
鉱
物
等
を
動
力
（
手
持
式
動
力
工
具
に
よ
る
も
の
を
除
く
。
）
に
よ
り
破
砕
し
、
粉
砕
し
、
又
は
ふ
る
い
分
け
る
箇
所

三
　
別
表
第
一
第
三
号
又
は
第
三
号
の
二
に
掲
げ
る
作
業
に
係
る
粉
じ
ん
発
生
源
の
う
ち
、
鉱
物
等
を
ず
り
積
機
等
車
両
系
建
設
機
械
に
よ
り
積
み
込
み
、
又
は
積
み
卸
す
箇
所

四
　
別
表
第
一
第
三
号
又
は
第
三
号
の
二
に
掲
げ
る
作
業
に
係
る
粉
じ
ん
発
生
源
の
う
ち
、
鉱
物
等
を
コ
ン
ベ
ヤ
ー
（
ポ
ー
タ
ブ
ル
コ
ン
ベ
ヤ
ー
を
除
く
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
へ
積
み
込
み
、
又
は
コ
ン
ベ
ヤ
ー
か
ら
積

み
卸
す
箇
所
（
前
号
に
掲
げ
る
箇
所
を
除
く
。
）

五
　
別
表
第
一
第
六
号
に
掲
げ
る
作
業
に
係
る
粉
じ
ん
発
生
源
の
う
ち
、
屋
内
の
、
岩
石
又
は
鉱
物
を
動
力
（
手
持
式
又
は
可
搬
式
動
力
工
具
に
よ
る
も
の
を
除
く
。
）
に
よ
り
裁
断
し
、
彫
り
、
又
は
仕
上
げ
す
る
箇
所

六
　
別
表
第
一
第
六
号
又
は
第
七
号
に
掲
げ
る
作
業
に
係
る
粉
じ
ん
発
生
源
の
う
ち
、
屋
内
の
、
研
磨
材
の
吹
き
付
け
に
よ
り
、
研
磨
し
、
又
は
岩
石
若
し
く
は
鉱
物
を
彫
る
箇
所

七
　
別
表
第
一
第
七
号
に
掲
げ
る
作
業
に
係
る
粉
じ
ん
発
生
源
の
う
ち
、
屋
内
の
、
研
磨
材
を
用
い
て
動
力
（
手
持
式
又
は
可
搬
式
動
力
工
具
に
よ
る
も
の
を
除
く
。
）
に
よ
り
、
岩
石
、
鉱
物
若
し
く
は
金
属
を
研
磨
し
、
若
し
く
は

ば
り
取
り
し
、
又
は
金
属
を
裁
断
す
る
箇
所

八
　
別
表
第
一
第
八
号
に
掲
げ
る
作
業
に
係
る
粉
じ
ん
発
生
源
の
う
ち
、
屋
内
の
、
鉱
物
等
、
炭
素
原
料
又
は
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
は
く
を
動
力
（
手
持
式
動
力
工
具
に
よ
る
も
の
を
除
く
。
）
に
よ
り
破
砕
し
、
粉
砕
し
、
又
は
ふ
る
い
分

け
る
箇
所

九
　
別
表
第
一
第
九
号
又
は
第
十
号
に
掲
げ
る
作
業
に
係
る
粉
じ
ん
発
生
源
の
う
ち
、
屋
内
の
、
セ
メ
ン
ト
、
フ
ラ
イ
ア
ッ
シ
ュ
又
は
粉
状
の
鉱
石
、
炭
素
原
料
、
炭
素
製
品
、
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
若
し
く
は
酸
化
チ
タ
ン
を
袋
詰
め
す

る
箇
所

十
　
別
表
第
一
第
十
一
号
に
掲
げ
る
作
業
に
係
る
粉
じ
ん
発
生
源
の
う
ち
、
屋
内
の
、
粉
状
の
鉱
石
、
炭
素
原
料
又
は
こ
れ
ら
を
含
む
物
を
混
合
し
、
混
入
し
、
又
は
散
布
す
る
箇
所

十
一
　
別
表
第
一
第
十
二
号
か
ら
第
十
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
作
業
に
係
る
粉
じ
ん
発
生
源
の
う
ち
、
屋
内
の
、
原
料
を
混
合
す
る
箇
所

十
二
　
別
表
第
一
第
十
三
号
に
掲
げ
る
作
業
に
係
る
粉
じ
ん
発
生
源
の
う
ち
、
耐
火
レ
ン
ガ
又
は
タ
イ
ル
を
製
造
す
る
工
程
に
お
い
て
、
屋
内
の
、
原
料
（
湿
潤
な
も
の
を
除
く
。
）
を
動
力
に
よ
り
成
形
す
る
箇
所

十
三
　
別
表
第
一
第
十
三
号
又
は
第
十
四
号
に
掲
げ
る
作
業
に
係
る
粉
じ
ん
発
生
源
の
う
ち
、
屋
内
の
、
半
製
品
又
は
製
品
を
動
力
（
手
持
式
動
力
工
具
に
よ
る
も
の
を
除
く
。
）
に
よ
り
仕
上
げ
す
る
箇
所

十
四
　
別
表
第
一
第
十
五
号
に
掲
げ
る
作
業
に
係
る
粉
じ
ん
発
生
源
の
う
ち
、
屋
内
の
、
型
ば
ら
し
装
置
を
用
い
て
砂
型
を
壊
し
、
若
し
く
は
砂
落
と
し
し
、
又
は
動
力
（
手
持
式
動
力
工
具
に
よ
る
も
の
を
除
く
。
）
に
よ
り
砂
を
再

生
し
、
砂
を
混
練
し
、
若
し
く
は
鋳
ば
り
等
を
削
り
取
る
箇
所

十
五
　
別
表
第
一
第
二
十
一
号
に
掲
げ
る
作
業
に
係
る
粉
じ
ん
発
生
源
の
う
ち
、
屋
内
の
、
手
持
式
溶
射
機
を
用
い
な
い
で
金
属
を
溶
射
す
る
箇
所
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別
表
第
三
（
第
七
条
、
第
二
十
七
条
関
係
）

一
　
別
表
第
一
第
一
号
に
掲
げ
る
作
業
の
う
ち
、
坑
外
に
お
い
て
、
衝
撃
式
削
岩
機
を
用
い
て
掘
削
す
る
作
業

一
の
二
　
別
表
第
一
第
一
号
の
二
に
掲
げ
る
作
業
の
う
ち
、
動
力
を
用
い
て
掘
削
す
る
場
所
に
お
け
る
作
業

二
　
別
表
第
一
第
二
号
か
ら
第
三
号
の
二
ま
で
に
掲
げ
る
作
業
の
う
ち
、
屋
内
又
は
坑
内
の
、
鉱
物
等
を
積
載
し
た
車
の
荷
台
を
覆
し
、
又
は
傾
け
る
こ
と
に
よ
り
鉱
物
等
を
積
み
卸
す
場
所
に
お
け
る
作
業
（
次
号
に
掲
げ
る
作
業

を
除
く
。
）

二
の
二
　
別
表
第
一
第
三
号
の
二
に
掲
げ
る
作
業
の
う
ち
、
動
力
を
用
い
て
鉱
物
等
を
積
み
込
み
、
又
は
積
み
卸
す
場
所
に
お
け
る
作
業

三
　
別
表
第
一
第
五
号
に
掲
げ
る
作
業

三
の
二
　
別
表
第
一
第
五
号
の
二
に
掲
げ
る
作
業

三
の
三
　
別
表
第
一
第
五
号
の
三
に
掲
げ
る
作
業

四
　
別
表
第
一
第
六
号
に
掲
げ
る
作
業
の
う
ち
、
手
持
式
又
は
可
搬
式
動
力
工
具
を
用
い
て
岩
石
又
は
鉱
物
を
裁
断
し
、
彫
り
、
又
は
仕
上
げ
す
る
作
業

五
　
別
表
第
一
第
六
号
又
は
第
七
号
に
掲
げ
る
作
業
の
う
ち
、
屋
外
の
、
研
磨
材
の
吹
き
付
け
に
よ
り
、
研
磨
し
、
又
は
岩
石
若
し
く
は
鉱
物
を
彫
る
場
所
に
お
け
る
作
業

六
　
別
表
第
一
第
七
号
に
掲
げ
る
作
業
の
う
ち
、
屋
内
、
坑
内
又
は
タ
ン
ク
、
船
舶
、
管
、
車
両
等
の
内
部
に
お
い
て
、
手
持
式
又
は
可
搬
式
動
力
工
具
（
研
磨
材
を
用
い
た
も
の
に
限
る
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
用
い
て
、
岩

石
、
鉱
物
若
し
く
は
金
属
を
研
磨
し
、
若
し
く
は
ば
り
取
り
し
、
又
は
金
属
を
裁
断
す
る
作
業

六
の
二
　
別
表
第
一
第
七
号
に
掲
げ
る
作
業
の
う
ち
、
屋
外
に
お
い
て
、
手
持
式
又
は
可
搬
式
動
力
工
具
を
用
い
て
岩
石
又
は
鉱
物
を
研
磨
し
、
又
は
ば
り
取
り
す
る
作
業

七
　
別
表
第
一
第
三
号
又
は
第
八
号
に
掲
げ
る
作
業
の
う
ち
、
手
持
式
動
力
工
具
を
用
い
て
、
鉱
物
等
を
破
砕
し
、
又
は
粉
砕
す
る
作
業

七
の
二
　
別
表
第
一
第
八
号
に
掲
げ
る
作
業
の
う
ち
、
屋
内
又
は
坑
内
に
お
い
て
、
手
持
式
動
力
工
具
を
用
い
て
、
炭
素
原
料
又
は
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
は
く
を
破
砕
し
、
又
は
粉
砕
す
る
作
業

八
　
別
表
第
一
第
九
号
に
掲
げ
る
作
業
の
う
ち
、
セ
メ
ン
ト
、
フ
ラ
イ
ア
ッ
シ
ュ
又
は
粉
状
の
鉱
石
、
炭
素
原
料
若
し
く
は
炭
素
製
品
を
乾
燥
す
る
た
め
乾
燥
設
備
の
内
部
に
立
ち
入
る
作
業
又
は
屋
内
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
物
を

積
み
込
み
、
若
し
く
は
積
み
卸
す
作
業

九
　
別
表
第
一
第
十
三
号
に
掲
げ
る
作
業
の
う
ち
、
原
料
若
し
く
は
半
製
品
を
乾
燥
す
る
た
め
、
乾
燥
設
備
の
内
部
に
立
ち
入
る
作
業
又
は
窯
の
内
部
に
立
ち
入
る
作
業

十
　
別
表
第
一
第
十
四
号
に
掲
げ
る
作
業
の
う
ち
、
半
製
品
を
炉
詰
め
し
、
又
は
半
製
品
若
し
く
は
製
品
を
炉
出
し
す
る
た
め
、
炉
の
内
部
に
立
ち
入
る
作
業

十
一
　
別
表
第
一
第
十
五
号
に
掲
げ
る
作
業
の
う
ち
、
砂
型
を
造
型
し
、
型
ば
ら
し
装
置
を
用
い
な
い
で
、
砂
型
を
壊
し
、
若
し
く
は
砂
落
と
し
し
、
動
力
に
よ
ら
な
い
で
砂
を
再
生
し
、
又
は
手
持
式
動
力
工
具
を
用
い
て
鋳
ば
り

等
を
削
り
取
る
作
業

十
二
　
別
表
第
一
第
十
六
号
に
掲
げ
る
作
業

十
二
の
二
　
別
表
第
一
第
十
七
号
に
掲
げ
る
作
業
の
う
ち
、
土
石
又
は
鉱
物
を
開
放
炉
に
投
げ
入
れ
る
作
業

十
三
　
別
表
第
一
第
十
八
号
に
掲
げ
る
作
業
の
う
ち
、
炉
、
煙
道
、
煙
突
等
に
付
着
し
、
若
し
く
は
堆
積
し
た
鉱
さ
い
又
は
灰
を
か
き
落
と
し
、
か
き
集
め
、
積
み
込
み
、
積
み
卸
し
、
又
は
容
器
に
入
れ
る
作
業

十
四
　
別
表
第
一
第
十
九
号
か
ら
第
二
十
号
の
二
ま
で
に
掲
げ
る
作
業

十
五
　
別
表
第
一
第
二
十
一
号
に
掲
げ
る
作
業
の
う
ち
、
手
持
式
溶
射
機
を
用
い
て
金
属
を
溶
射
す
る
作
業

十
六
　
別
表
第
一
第
二
十
二
号
に
掲
げ
る
作
業
の
う
ち
、
染
土
の
付
着
し
た

い藺
草
を

く
ら庫

入
れ
し
、
又
は

く
ら庫

出
し
す
る
作
業

十
七
　
別
表
第
一
第
二
十
三
号
に
掲
げ
る
作
業
の
う
ち
、
長
大
ず
い
道
の
内
部
に
お
い
て
、
ホ
ッ
パ
ー
車
か
ら
バ
ラ
ス
ト
を
取
り
卸
し
、
又
は
マ
ル
チ
プ
ル
タ
イ
タ
ン
パ
ー
に
よ
り
道
床
を
突
き
固
め
る
作
業
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様
式
第
１
号
（
第
２
条
関
係
）

様式第1号(第2条関係) 

粉じん作業非該当認定申請書 

事 業 の 種 類 事 業 場 の 名 称 事 業 場 の 所 在 地 

    
電話  (  )    

請

作

業 

認

定

申 

別表第 1の号別区分 作 業 の 内 容 従 事 労 働 者 数 

      

粉じんとなる物質の種類及び

取扱量 

種 類 取 扱 量 

    

粉じん発生源を有する機械又

は設備の種類、能力及び台数 
  

作業環境管理のための措置 

無 

有 

   局所排気装置 湿潤化 密閉化 
   動力による換気 
 
   その他の措置(      ) 

        年  月  日 

事業者職氏名         

  都道府県労働局長殿 

 備考 

  1 「事業の種類」の欄は、日本標準産業分類の中分類により記入すること。 

  2 「取扱量」の欄は、日、週、月等一定期間に通常取り扱う量を記入すること。 

  3 「作業環境管理のための措置」の欄は、該当するものに〇を付し、その他の措置に

〇を付した場合にはその具体的内容を( )内に記載すること。 

  4 この申請書には、当該粉じん作業場の写真又は図面を添付すること。 

  5 この申請書に記載しきれない事項については、別紙に記載して添付すること。 
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様
式
第
１
号
の
２
（
第
３
条
の
２
関
係
）
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様
式
第
２
号
（
第
９
条
関
係
）

様式第2号(第9条関係) 

粉じん障害防止規則一部適用除外認定申請書 

事 業 の 種 類 事 業 場 の 名 称 事 業 場 の 所 在 地 

    
電話  (  )    

請

作

業 

認

定

申 

別表第1の号別区分 作 業 の 内 容 従 事 労 働 者 数 

      

特定粉じん発生源を有する機
械又は設備の概要 

  

設備等を設けることが困難で
ある理由 

  

使用する呼吸用保護具の種類   

        年  月  日 

事業者職氏名         

  労働基準監督署長殿 

 備考 

  1 「事業の種類」の欄は、日本標準産業分類の中分類により記入すること。 

  2 「特定粉じん発生源を有する機械又は設備の概要」及び「設備等を設けることが困

難である理由」の欄は、具体的に記入し、写真、図面等を添付すること。 

  3 この申請書に記載しきれない事項については、別紙に記載して添付すること。 
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様
式
第
３
号
（
第
２
６
条
関
係
）

様式第3号(第26条関係) 

粉じん測定特例許可申請書 

事 業 の 種 類 事 業 場 の 名 称 事 業 場 の 所 在 地 

    

電話   (   )     

申請に係る単位作業場

所における粉じん作業 

作 業 の 内 容 従 事 労 働 者 数 

  

(うち年少者   名)  

       年   月   日 

     労働基準監督署長 殿                          事業者職氏名 

  備 考 1 「事業の種類」の欄は、日本標準産業分類の中分類により記入すること。 

      2 「申請に係る単位作業場所における粉じん作業」の欄は、二以上の単位作業場所について申請を行う場合にあっては、単位作

業場所ごとに記入すること。 

      3 「作業の内容」の欄は、粉じん障害防止規則(昭和54年労働省令第18号)別表第一の各号のいずれに該当するかを記入すること。 

      4 この申請書に記載しきれない事項については、別紙に記載して添付すること。 
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様
式
第
４
号
（
第
２
６
条
関
係
）

様式第4号(第26条関係) 

粉じん測定結果摘要書 

  
整理番号 

  

測定実施

年 月 日 

一日目の測定 二日目の測定 
第一評

価値 

第二評

価値 

B 測

定値 

管理

濃度 

管理

区分 

作業環境測定士又は作業環境測定機関 

M1 σ1 M2 σ2 氏名又は名称 登録番号 

                        

                        

                        

                        

                        

  備 考 1 本摘要書は、単位作業場所ごとに記入すること。 

      2 「整理番号」の欄は、二以上の単位作業場所について申請を行う場合にあっては、各々に粉じん測定特例許可申請書(様式第3

号)に記入した単位作業場所の順に整理番号を付すること。 

      3 「一日目の測定」及び「二日目の測定」の欄中M1及びM2はA測定の測定値の幾何平均値をσ1及びσ2はA測定の測定値の幾何標

準偏差をそれぞれ記入すること。なお、「二日目の測定」の欄は、当該測定を行わない場合には記入を要しないこと。 

      4 「B測定値」の欄は、二以上の測定点においてB測定を行った場合には、そのうちの最大値を記入すること。なお、「B測定値」

の欄は、当該測定を行わない場合には記入を要しないこと。 
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